
スボタ晩 課 
首唱聖詠、大連祷 
カフィズマ（悪人の謀、小連祷）全文誦読 

１調  

 

「主よ爾によぶ」に八句を立てて。自調の讃頌  第一調 

 

晩課の聖詠 140,141,129,116聖詠の読み（省略） 

 

聖詠「主よ、我が口に衞を置き・・・・彼等は我より強ければなり。」まで省略 

 

句、
わ  

我が
たましい

靈 を
ひとや

獄より
ひ

引き
いだ

出して、
われ

我に
なんじ

爾の
な

名を
さんえい

讃榮せしめ
たま

給へ。 
せい

聖なる
しゅ

主よ、
わ  

我が
くれ

晩の
いのり

祷を
い

納れて、
われら

我等に
つみ

罪の
ゆるし

赦を
あた

與へ
たま

給へ、
なんじ

爾は
ひとり

獨
せかい

世界に
ふっかつ

復活を
あらわ

顯しし
もの

者なれば

八調経巻１ 

１～４調 
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なり。 

句、
なんじ

爾
おん

恩を
われ

我に
たま

賜はん
とき

時、
ぎじん

義人は
われ

我を
めぐ

環らん 
ひとびと

人人よ、シオンを
めぐ

廻り、
これ

之を
かこ

圍みて、
こ

是の
うち

中より
ふっかつ

復活せし
しゅ

主に
こうえい

光榮を
き

歸せよ、
かれ

彼は
われら

我等を
ふほう

不法より
すく

救ひ

し
わ

吾が
かみ

神なればなり。 

句、
しゅ

主よ、
われ

我
ふか

深き
ところ

處より
なんじ

爾に
よ

呼ぶ。
しゅ

主よ、
わ  

我が
こえ

聲を
き

聽き
たま

給へ。 
ひとびと

人人よ、
きた

來れ、
うた

歌ひてハリストスを
おが

拜み、
その

其
し

死より
ふっかつ

復活せしを
さんえい

讃榮せん、
かれ

彼は
てき

敵の
いざない

誘惑より
せかい

世界を
すく

救ひ

し
わ

吾が
かみ

神なればなり。 

   又
スティヒラ

讃頌、
パトリアルフ

總主教アナトリイの作、第一調。 

句、
ねが

願はくは
なんじ

爾 の
みみ

耳は
わ  

我が
いのり

祷 の
こえ

聲を
き

聽き
い

納れん。 
しょてん

諸天 は
たの

樂しめ、
ち

地の
もとい

基 は
ラッパ

角 を
ふ

吹け、
しょざん

諸山 は
よろこ

歡 びて
よ

呼べ、
けだし

蓋
み

視よ、エムマヌイルは
われら

我等の
つみ

罪

を
じゅうじか

十字架に
てい

釘せり、
いのち

生 を
たま

賜ひ、アダムを
ふっかつ

復活 せしめし
もの

者は
し

死を
ころ

殺せり、
ひと

人を愛する
しゅ

主なればな

り。 

句、
しゅ

主よ、
も

若し
なんじ

爾
ふほう

不法を
ただ

糾さば、
しゅ

主よ、
たれ

孰か
よ

能く
た

立たん。
しか

然れども
なんじ

爾 に
ゆるし

赦 あり、
ひと

人の
なんじ

爾 の
まえ

前

に
つつし

敬 まん
ため

爲なり。 
あまん

甘 じて
われら

我等の
ため

爲に
み

身にて
じゅうじか

十字架に
てい

釘せられ、
くるしみ

苦 を
う

受け、
ほうむ

葬 られ、
し

死より
ふっかつ

復活 せし
しゅ

主を
うた

歌ひ

て
い

曰はん、ハリストスよ、
せいきょう

正教 を
もっ

以て
なんじ

爾 の
きょうかい

教會 を
かた

堅め、
われら

我等の
いのち

生命を
へいあん

平安 ならしめ
たま

給へ、
なんじ

爾

は
じんじ

仁慈にして
ひと

人を
あい

愛する
しゅ

主なればなり。 

句、
われ

我
しゅ

主を
のぞ

望み、
わ  

我が
たましい

靈
しゅ

主を
のぞ

望み
われ

我
かれ

彼の
ことば

言 を
たの

恃む。 

ハリストス
わ  

我が
かみ

神よ、
われら

我等
ふとう

不當なる
もの

者は
いのち

生命を
こ

籠むる
なんじ

爾 の
はか

墓の
まえ

前に
た

立ちて、
なんじ

爾 の
い

言ひ
がた

難き
じれん

慈憐

に
さんえい

讃榮 を
たてまつ

奉 る。
けだし

蓋
なんじ

爾 は
つみ

罪なき
もの

者よ、
せかい

世界に
ふっかつ

復活 を
たま

賜わん
ため

爲に、
じゅうじか

十字架と
し

死とを
う

受け
たま

給へ

り、
ひと

人を
あい

愛する
しゅ

主なればなり。 

句、
わ  

我が
たましい

靈
しゅ

主を
ま

待つこと、
ばんにん

番人 の
あさ

旦を
ま

待ち、
ばんにん

番人 の
あさ

旦を
ま

待つより
はなはだ

甚 し。 
ちち

父と
どう

同
むげん

無原
どう

同
えいざい

永在 なる
ことば

言 、
い

言ひ
がた

難く
どうていじょ

童貞女 の
たい

胎より
い

出でて、
われら

我等の
ため

爲に
あまん

甘 じて
じゅうじか

十字架と
し

死と

を
う

受け、
こうえい

光榮 の
うち

中に
ふっかつ

復活 せし
もの

者を
うた

歌ひて
い

曰はん、
いのち

生命を
たま

賜ふ
しゅ

主、
わ  

我が
たましい

靈 の
きゅうしゃ

救者 よ、
こうえい

光榮

は
なんじ

爾 に
き

歸す。 

他の
スティヒラ

讃頌 、至聖なる生神女に捧ぐ、アモレイのパワェルの作、
ミネヤ

月課經の讃頌の無き所、或は「リティ

ヤ」に歌ふ所の者。 

   
スティヒラ

讃頌 、第一調。 

句、
ねが

願はくはイズライリは
しゅ

主を
たの

恃まん、
けだし

蓋
あわれみ

憐 は
しゅ

主にあり、
おおい

大 なる
あがない

贖 も
かれ

彼にあり、
かれ

彼はイ

ズライリを
その

其
ことごと

悉 くの
ふほう

不法より
あがな  

贖は ん。 
せい

聖なる
しゅうぐん

衆軍 より
せい

聖にして
いっさい

一切 の
ぞうぶつ

造物 より
とうと

尊 き
しょうしんじょ

生神女 、
せかい

世界の
じょさい

女宰 、
きゅうせいしゅ

救世主 を
う  

生みし
もの

者

よ、
なんじ

爾 の
きとう

祈祷を
もっ

以て
われら

我等を
もろもろ

諸 の
つみ

罪と
やまい

疾病と
わざわい

災禍 より
すく

救ひ
たま

給へ。 
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句、
ばんみん

萬民 よ、
しゅ

主を
ほ

讃め
あ

揚げよ、
ばんぞく

萬族 よ、
かれ

彼を
あが

崇め
ほ

讃めよ。 
じれん

慈憐の
もん

門なる
しょうじょ

少女 よ、
せつ

切に
なんじ

爾 に
いの

祈る、
わ  

我が
ひび

卑微なる
たましい

靈 を
す

棄つるなく、
すみやか

速 に
あわれみ

憐 を
た

垂れ

て、
これ

之を
わ  

我が
しょざい

諸罪 の
ふち

淵より
すく

救ひ
たま

給へ。
いさぎよ

潔 き
どうていじょ

童貞女 よ、
なんじ

爾 の
おんちょう

恩寵 を
あらた

新 にして、
われ

我の
うえ

上

に
かがや

輝 かし
たま

給へ。 

句、
けだし

蓋
かれ

彼が
われら

我等に
ほどこ

施 す
あわれみ

憐 は
おおい

大 なり、
しゅ

主の
しんじつ

眞實 は
なが

永く
そん

存す。 
じょさい

女宰 よ、
なんじ

爾 は
かみ

神を
ひとびと

人人 に
あわ

合せ
たま

給へり、
なんじ

爾 は
ひとり

獨
し

死に
ぞく

屬する
せい

性を
しんせい

神聖 なる
ふきゅう

不朽 に
のぼ

升せた

り。
なんじ

爾 は
ちじょう

地上 の
もの

者に
すくい

救 を
なが

流し
たま

給へり。
なんじ

爾 、
しょうしんじょ

生神女 よ、
われら

我等を
もろもろ

諸 の
くなん

苦難より
のが

脱れしめ
たま

給

へ。 
【生神女讃詞】 
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→通常部分（P6【聖にして福たる】へ戻る 

 

【スボタのポロキメン】（６調） 
【重連祷】 
誦経 「主や我等を守り」 
【増連祷】 

 

 

（増連祷が終わったら） 

１調 挿句のスティヒラ 

☆挿句のスティヒラ 主日 第一調。 

ハリストスよ、
なんじ

爾の
くるしみ

苦 にて
われら

我等は
くるしみ

苦 を
まぬか

免れ、
なんじ

爾の
ふっかつ

復活にて
われら

我等は
ほろび

淪滅より
すく

救はれたり。
しゅ

主よ、
こうえい

光榮

は
なんじ

爾に
き

歸す。 

   又讃頌 

句、
しゅ

主は
おう

王たり、
かれ

彼は
いげん

威嚴を
き

衣たり。 

ぞうぶつ

造物は
よろこ

喜ぶべし、
しょてん

諸天は
たの

樂しむべし、
しょみん

諸民は
たの

樂しみて
て

手を
う

拍つべし。
けだし

蓋
わ

吾が
きゅうせいしゅ

救世主ハリストスは
われら

我等

の
つみ

罪を
じゅうじか

十字架に
てい

釘し、
し

死を
ころ

殺して、
われら

我等に
いのち

生を
たま

賜ひ、
ばんぞく

萬族の
げんそ

原祖たる
おちい

陷りしアダムを
ふっかつ

復活せしめ
たま

給へ

り、
ひと

人を
あい

愛する
しゅ

主なればなり、 

句、
ゆえ

故に
せかい

世界は
けんご

堅固にして
うご

動かざらん。 

さと

悟り
がた

難き
しゅ

主よ、
なんじ

爾は
てん

天
ち

地の
おう

王にして、
じんあい

仁愛に
よ

因りて
あまん

甘じて
じゅうじか

十字架に
てい

釘せられたり。
じごく

地獄は
しも

下に
なんじ

爾を
むか

迎へ

て
かな

哀しみ、
ぎじん

義人
ら

等の
たましい

靈 は
なんじ

爾を
う

接けて
よろこ

喜び、アダムは
なんじ

爾
ぞうせいしゅ

造成主を
いと

最
しも

下なる
ところ

處に
み

見て
ふっかつ

復活せり。
ああ

鳴呼
きせき

奇蹟
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E萬有EAのA

いのち

E生命E AはA

いかん

E如何EAぞA

し

E死EAをA

な

E嘗EAめたる、A

こ

E是 E AれA

せかい

E世界EAを A

てら

E照E Aさんと A

ほっ

E欲EAせしA

ゆえ

E故E Aなり。A

これ

E此 EAにA

よ

E由E AりてA

せかい

E世界EAはA

よ

E呼E AびてA

い

E云EA

ふ、A

し

E死EAよりA

ふっかつ

E復活EAせしA

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AにA

き

E歸EAす。 

や、
ばんゆう

句、A

しゅ

E主EAよ、A

せいとく

E聖徳EAはA

なんじ

E爾E AのA

いえ

E家EAにA

ぞく

E屬 EAしてA

えいえん

E永遠EAにA

いた

E至EAらん。 

A

けいこうじょ

E攜香女E Aは A

こうりょう

E香料E Aを A

たずさ

E攜E Aへ、 A

いそ

E急E Aぎ A

かつ

E且E AA

な

E哭E Aきて A

なんじ

E爾E Aの A

はか

E墓E Aに A

いた

E至E Aりしに、 A

なんじ

E爾E Aの A

しじょう

E至浄E Aなる A

たい

E體E Aを A

え

E得 E Aずして、 A

てんし

E天使E Aに A

よ

E因E Aり

てA

あたら  

E新しE AきA

しえい

E至榮EAなるA

きせき

E奇蹟EAをA

し

E知EAりて、A

しと

E使徒EAA

ら

E等EAにA

い

E謂EAへり、A

せかい

E世界EAにA

おおい

E大 E AなるA

あわれみ

E憐E AをA

たま

E賜EAふA

しゅ

E主EAは A

ふっかつ

E復活EAしA

たま

E給 EAへり。 

「光榮、今も、」   生神女讃詞 

A

み

E視EAよ、イサイヤのA

よげん

E預言EAA

かな

E應EAひて、A

どうていじょ

E童貞女EAはA

こ

E子EAをA

う

E生EAめり、A

う

E生EAみしA

のち

E後EAもA

う

E生EAむA

まえ

E前EAのA

ごと

E如EAくA

どうていじょ

E童貞女EAなり、A

うま

E生EAれしA

もの

E者EAはA

かみ

E神E

AなるにA

よ

E因EAる、A

ゆえ

E故EAにA

てん

E天EAA

せい

E性EAはA

あらた

E改E AめA

か

E易EAへられたり。A

ああ

E鳴呼EAA

かみ

E神EAのA

はは

E母EAよ、A

なんじ

E爾E AのA

しょぼく

E諸僕EAがA

なんじ

E爾E AのA

どう

E堂EAにA

ささ

E獻EAぐるA

きとう

E祈祷EAをA

す

E棄EAつるA

なか

E勿E

AれA

めぐみ

E惠 E AA

ふか

E深 EAきA

しゅ

E主 EAをA

なんじ

E爾E AのA

て

E手EAに A

いだ

E抱EAきしA

もの

E者EAとして、 A

なんじ

E爾E Aの A

しょぼく

E諸僕EAをA

あわれ

E憐E Aみて、 A

われら

E我等EAのA

たましい

E靈E Aの A

すく

E救E Aはれんことを A

いの

E祈EAり A

たま

E給EAへ。 

 

→通常部分 P10「シメオンの祝文」へ戻る 
 

 

「聖三祝文」「至聖三者」「天主経」 

司祭 A

けだし

E蓋E A国と権能と光栄は爾父と子と聖神°に帰す、今もA

いつ

E何時EAも世世に、 
（詠） 「アミン」 

「生神童貞女や、慶べよ」 

「願わくは主の名は崇めほめられ･･･・」 
 
 

主日早 課 

来たれ･･･、【六段の聖詠】【大連祷】に続いて 

＜カフィズマ、セダレンは省略＞ 

 

1 調 主は神なり、主日トロパリ  
主は神なり我等を照せり、主の名に依りて来る者は崇め讃めらる、 

（第１句） 主を尊み讃めよ、彼は仁慈にして其憐は世世にあればなり、 

（第２句） 彼等我を囲み我を環れども、我主の名を以て之を敗れり、 

（第３句） 我死せず、猶生きて主の行ふ所を伝へん、 

（第４句） 工師が棄てし所の石は屋隅の首石となれり、是主のなす所にして我等の目に奇異なりとす、 
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→通常部分 P15 【ポリエレイ】「主の名を讃め揚げよ」 

＜ポリエレイ後のセダレン、ネポロチニ省略＞ 
【復活のエフロギタリア】「主や爾は崇め讃める」 
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 【小連祷】【アンティフォン】４調 

 

1 調【アンティフォン】 

U☆品第詞。第一倡和詞U、第一調。 

 

A

わ  

E我がEAA

うれい

E憂E AのA

とき

E時 EA、A

われ

E我EAのA

なげき

E痛歎EAをA

き

E聽EAきA

たま

E給 EAへ、A

しゅ

E主 EAよ、A

われ

E我EAA

なんじ

E爾E AにA

よ

E呼EAぶ。A

の

E野EAにA

お

E居EAりてA

むな

E虚EAしきA

よ

E世EAのA

ほか

E外EAにA

あ

E在EAるA

もの

E者EAにはA

つね

E恒EAにA

しんせい

E神聖E

AなるA

のぞみ

E望E Aあり。 

   光榮、今も 

A

せいしん

E聖神EAにはA

ちち

E父EAA

およ

E及 EAびA

こ

E子EAとA

ひと

E均 EAしきA

そんけい

E尊敬EAとA

こうえい

E光榮EAとはA

かな

E適EAふ。A

ゆえ

E故 EAにA

われら

E我等EAA

どういつ

E同一EAA

けんのう

E權能EAのA

せいさんしゃ

E聖三者EAをA

うた

E歌EAはん。    
＜以下省略＞（今も、同上。） 

   第二倡和詞 

A

かみ

E神 EAよ、A

なんじ

E爾E AはA

われ

E我EAをA

なんじ

E爾E AのA

りつぽう

E律法EAのA

やま

E山EAにA

のぼ

E登EAせたり。A

しょとく

E諸徳EAにてA

われ

E我EAをA

かざ  

E飾りEAA

たま

E給EAへ、A

わ  

E我がEAA

なんじ

E爾E AをA

うた

E歌EAはんA

ため

E爲EAなり。 

A

ことば

E言 E Aよ、 A

なんじ

E爾E AのA

みぎ

E右EAのA

て

E手EAにA

われ

E我 EAをA

と

E取EAりて、A

われ

E我EAをA

おお

E蔭E Aひ、 A

われ

E我EAをA

まも

E守EAりA

たま

E給EAへ、A

つみ

E罪EAのA

ひ

E火EAがA

われ

E我EAをA

や

E焚EAかざらんA

ため

E爲E Aなり。   

光榮 

A

せいしん

E聖神EAに A

よ

E因EAりてA

およそ

E凡E AのA

ぞうぶつ

E造物EAはA

あらた

E新E Aにせられて、A

また

E復EAA

はじめ

E初E AのA

さま

E状EAにA

かえ

E還EAる、A

ちち

E父EAA

およ

E及EAびA

ことば

E言E AとA

ひと

E均EAしくA

ゆうのう

E有能EAなればなり。   

今も、同上。 

   第三倡和詞 

A

ひと

E人 EAA

われ

E我EAにA

むか

E向EAひて、A

しゅ

E主EAのA

いえ

E家 EAにA

ゆ

E往 EAかんとA

い

E云EAふA

とき

E時EA、A

わ  

E我がEAA

しん

E神EAはA

たの

E樂EAしみ、A

こころ

E心E AもA

とも

E共EAにA

よろこ

E喜E Aぶ。 

ダワィドのA

いえ

E家EAにはA

おおい

E大 E Aなる A

おそれ

E畏懼EAあり、A

けだし

E蓋E AA

かしこ

E彼處EAにA

ほうざ

E寶座E AはA

た

E立EAてられて、A

ちじょう

E地上EAのA

ばんぞく

E萬族EAA

ばんみん

E萬民EAはA

しんぱん

E審判E Aせられ

ん。   光榮 

A

せいしん

E聖神EAにはA

ちち

E父EAA

およ

E及EAびA

こ

E子EAとA

ひと

E均EAしきA

そんけい

E尊敬EA、A

ふくはい

E伏拜EA、A

こうえい

E光榮EA、A

けんぺい

E權柄EAをA

き

E歸 EAすることA

とうぜん

E當然EAなり、A

けだし

E蓋E AA

せいさんしゃ

E聖三者EAはA

せい

E性EAにてA

ゆいいち

E惟一E

Aなり、A

ただ

E唯EAA

い

E位EAにてはA

しか

E然EAらず。 

   今も、同上。 

 

☆U提綱、第一調 

A

しゅ

E主EAA

いわ

E曰 EAく、A

われ

E我EAA

いま

E今EAA

お

E興 EAき、A

とら

E執EAへられんとするA

もの

E者EAをA

あやう

E危E AからざるA

ところ

E處E AにA

お

E置EAかん。句、A

しゅ

E主EAのA

ことば

E言E AはA

きよ

E淨EAきA

ことば

E言E Aなり。 

 

→通常部分 P20 


Zm 1gl

 
主
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く
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ろ


に


置

 
かん
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【福音の読み】 

【福音後のスティヒラ】「ハリストスの復活を見て」 

輔祭 「神よ爾の大いなる憐れみによって」「主憐れめよ」12回 

 

 

     

1 調 カノン  

U主日の規程、第一調U。<第 1のカノン(復活)のみ、第 2（十字架復活）、第 3(生神女)は省略> 

   第一歌頌 

イルモス、A

し

E死EAせざる A

しゅ

E主E Aよ、 A

かち

E勝EAをA

う

E獲EAる A

なんじ

E爾EAのA

みぎ

E右E AのA

て

E手EAは、 A

かみ

E神EAに A

かな

E適EAふがA

ごと

E如EAく、 A

ちから

E能力E Aにて A

こうえい

E光榮E AをA

あらわ

E顯EAせり、 A

その

E其EAA

ぜんのう

E全能EAなるに A

よ

E因EAりて、 A

てき

E敵EAをA

ほろぼ

E滅E Aし、イ

ズライリ A

じん

E人EAのA

ため

E爲EAにA

あらた

E新E Aなる A

ふかみ

E深水EAのA

みち

E路EAをA

ひら

E開EAきたればなり。（楽譜は下） 

 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E Aの A

せい

E聖E AなるA

ふっかつ

E復活EAに A

き

E歸EAす。 

A

はじめ

E元始E Aに A

しじょう

E至淨E Aなる A

て

E手 E Aにて A

かみ

E神 E Aの A

ちから

E力E Aを A

もっ

E以 E Aて A

われ

E我E Aを A

つち

E土E Aより A

つく

E作E Aりし A

しゅ

E主E Aは、 A

じゅうじか

E十字架E Aに A

て

E手E Aを A

の

E伸E Aべて、 A

どうていじょ

E童貞女E Aより A

と

E取E Aり

しA

わ  

E我がEAA

く

E朽EAちA

やす

E易 EAきA

み

E身EAをA

つち

E土 EAよりA

よ

E喚EAびA

おこ

E起EAせり。S二次S。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E Aの A

せい

E聖E AなるA

ふっかつ

E復活EAに A

き

E歸EAす。 

A

しんせい

E神聖EAなる A

いき

E吹嘘EAをA

もっ

E以EAてA

われ

E我EAにA

たましい

E靈E AをA

い

E入EAれしA

しゅ

E主E Aは、A

わ  

E我がEAA

ため

E爲E AにA

ころ

E殺 EAされ、A

たましい

E靈E AをA

し

E死 EAにA

わた

E付E Aして、A

われ

E我EAをA

えいえん

E永遠EAのA

くさり

E鎖E AよりA

と

E解E A

き、A

おのれ

E己E AとA

とも

E偕 EAにA

ふっかつ

E復活EAせしめて、A

ふきゅう

E不朽EAのA

さかえ

E榮E AをA

たま

E賜EAへり。 

   光榮、今も、生神女讃詞。 
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A

おんちょう

E恩寵E Aの A

いずみ

E泉E Aよ、 A

よろこ

E慶 E Aべ、 A

てん

E天E Aの A

かけはし

E梯E Aと A

もん

E門E Aよ、 A

よろこ

E慶E Aべ、A

とうだい

E燈臺EAと A

こがね

E金E Aの A

つぼ

E壺E A、 A

およ

E及EAび A

き

E截EAられざるA

やま

E山EA、A

いのち

E生命E AをA

たま

E賜E Aふハリス

トスをA

せかい

E世界EAのA

ため

E爲EAにA

う

E生EAみしA

もの

E者 EAよ、A

よろこ

E慶 E Aべ。 

   又十字架復活の規程 （省略） 

    

   第三歌頌 

イルモス、A

ひとり

E獨EAA

ひと

E人EAのA

せい

E性EAのA

よわ

E弱EAきをA

し

E知EAりて、 A

あわれみ

E憐EAをA

もっ

E以EAて A

これ

E之EAをA

き

E衣EAたる A

もの

E者EAよ、 A

われ

E我EAにA

うえ

E上E AよりのA

ちから

E力EAをA

お

E帯EAびて、 A

なんじ

E爾EAにA

よ

E呼E Aばしめ A

たま

E給EAへ、 A

ひと

E人E AをA

いつくし

E慈EAむA

しゅ

E主EAよ、 A

なんじ

E爾E

AのA

い

E言EAひA

がた

E難EAきA

こうえい

E光榮EAのA

い

E生EAける A

みや

E宮EAはA

せい

E聖EAなり。（楽譜は下） 

 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E Aの A

せい

E聖E AなるA

ふっかつ

E復活EAに A

き

E歸EAす。 

A

じんじ

E仁慈EAなるA

しゅ

E主EAよ、A

なんじ

E爾E AはA

われ

E我EAのA

かみ

E神EAにして、A

おちい

E陷E AりしA

もの

E者EAをA

あわれ

E憐E Aみて、A

あまん

E甘 E AじてA

われ

E我EAにA

くだ

E降EAり、A

じゅうじか

E十字架EAにA

てい

E釘EAせらるるをA

もっ

E以EAてA

われ

E我E

AをA

のぼ

E升 EAせて、A

なんじ

E爾 E AにA

よ

E呼EAばしめA

たま

E給EAふ、A

ひと

E人 EAをA

いつくし

E慈E AむA

しゅ

E主EAよ、A

なんじ

E爾E AのA

い

E言EAひA

がた

E難EAきA

こうえい

E光榮EAのA

い

E生 EAけるA

みや

E宮EAはA

せい

E聖EAなり。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E Aの A

せい

E聖E AなるA

ふっかつ

E復活EAに A

き

E歸EAす。 

A

ほんげん

E本原E Aの A

いのち

E生命E Aたる A

しゅさい

E主宰EAハリストスよ、 A

なんじ

E爾E Aは A

じれん

E慈憐E Aなる A

かみ

E神E Aにして、 A

われ

E我E AA

く

E朽EAちたる A

もの

E者E Aを A

き

E衣EA、 A

し

E死E Aに A

ぞく

E屬E Aする A

ちり

E塵E AにA

くだ

E下E Aり

て、A

し

E死EAの A

けん

E權EAをA

ほろぼ

E滅E Aし、A

みっかめ

E三日目EAに A

し

E死EAよりA

ふっかつ

E復活EAして、A

われ

E我 EAにA

く

E朽 EAちざるをA

き

E衣EAせA

たま

E給EAへり。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 

   生神女讃詞 

A

どうていじょ

E童貞女EAよ、A

なんじ

E爾E AはA

しせい

E至聖EAA

しん

E神 EAにA

よ

E因 EAりてA

かみ

E神EAをA

はら

E孕EAみて、A

や

E焼EAかれざるA

もの

E者EAとA

とど

E止EAまれり、A

けだし

E蓋E AA

りっぽうしゃ

E立法者EAモイセイにA

あらわ

E顯E AれしA

いばら

E棘E

AはA

なんじ

E爾 E AA

た

E堪EAへA

がた

E難 EAきA

ひ

E火EAをA

う

E受EAけしA

もの

E者EAのA

も

E燃EAえてA

や

E焼 EAかれざるをA

あきらか

E明E AにA

ぜんちょう

E前兆E Aせり。 

   第四歌頌 

イルモス、アウワクムは A

せんち

E先知EAの A

め

E目EAにて A

なんじ

E爾EA、 A

かみ

E神EAの A

おんちょう

E恩寵EAに A

おお

E覆EAはるる A

やま

E山EAを A

み

E見EAて、イズライリの A

せい

E聖EAなる A

もの

E者EAが A

われら

E我等E Aを A

すく

E救EAひ A

あらた

E改 EAめん A

ため

E爲EA

に、A

なんじ

E爾EAよりA

い

E出EAづるをA

よげん

E預言EAせり。（楽譜は次のページ） 
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附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E Aの A

せい

E聖E AなるA

ふっかつ

E復活EAに A

き

E歸EAす。 

A

こ

E斯EAの A

きゅうしゅ

E救主E A、エドムよりA

い

E出EAで、A

いばら

E棘E AのA

かんむり

E冠 E Aを A

こうむ

E冠E Aり、A

ち

E血EAにA

そ

E染EAみたるA

ころも

E衣E AをA

き

E衣EA、A

き

E木EAにA

か

E懸EAかれるA

もの

E者EAはA

たれ

E誰EAぞ、A

こ

E是EAれイ

ズライリのA

せい

E聖 EAなるA

もの

E者EA、A

われら

E我等EAをA

すく

E救 EAひA

あらた

E改E Aむる A

しゅ

E主EAなり。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E Aの A

せい

E聖E AなるA

ふっかつ

E復活EAに A

き

E歸EAす。 

A

かたま

E頑E AしきA

ひとびと

E人人EAよ、A

み

E視EAてA

は

E愧EAづべし、A

けだし

E蓋E AA

なんじ

E爾E AA

ら

E等EAがA

むち

E無智EAにA

よ

E因EAりてピラトのA

めい

E命EAをA

こ

E乞EAひて、A

はんざいしゃ

E犯罪者EAとしてA

じゅうじか

E十字架EAにA

か

E懸EAけ

しA

もの

E者 EAはA

し

E死EAのA

ちから

E力E AをA

やぶ

E破EAりて、A

かみ

E神EAにA

かな

E適EAふがA

ごと

E如EAくA

はか

E墓EAよりA

ふっかつ

E復活EAせり。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 

   生神女讃詞 

A

どうていじょ

E童貞女EAよ、A

われら

E我等EAA

なんじ

E爾E AがA

いのち

E生命EAのA

き

E樹EAなるをA

し

E識EAる、A

けだし

E蓋E AA

なんじ

E爾E AよりA

しょう

E生E AぜしA

もの

E者EAはA

ひと

E人EAのA

し

E死EAをA

いた

E致EAすA

くだもの

E果E AにA

あら

E非E Aず、A

すなわち

E乃 E AA

なが

E永E AきA

いのち

E生命E

AのA

たのしみ

E樂E Aにして、A

なんじ

E爾 E AをA

うた

E歌 EAふA

われら

E我等EAをA

すく

E救E AふA

もの

E者E Aなり。 

第五歌頌 

イルモス、A

おのれ

E己EAのA

こうりん

E降臨EAのA

ひかり

E光EAにてA

せかい

E世界EAのA

はて

E極EAをA

てら

E照EAし、A

おのれ

E己EAのA

じゅうじか

E十字架EAにてA

これ

E之EAをA

かがや

E輝EAかししハリストスよ、A

なんじ

E爾EAがA

ちえ

E智慧EAのA

ひかり

E光E

AにてA

ただ

E正EAしくA

なんじ

E爾 EAをA

うた

E歌EAふA

もの

E者 EAのA

こころ

E心EAをA

てら

E照EAしA

たま

E給EAへ。（楽譜は次のページ） 
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附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E Aの A

せい

E聖E AなるA

ふっかつ

E復活EAに A

き

E歸EAす。 

イウデヤA

じん

E人EAは A

おおい

E大E AなるA

ひつじ

E羊E AのA

ぼくしゃ

E牧者EAA

およ

E及EAびA

しゅ

E主 EAをA

じゅうじか

E十字架EAのA

き

E木EAにてA

ころ

E殺 EAしたれども、A

かれ

E彼EAはA

じごく

E地獄EAにA

ほうむ

E葬E AられたるA

ししゃ

E死者EAをA

ひつじ

E羊E

AのA

ごと

E如 EAくA

し

E死EAのA

けん

E權EAよりA

すく

E救EAひA

たま

E給EAへり。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E Aの A

せい

E聖E AなるA

ふっかつ

E復活EAに A

き

E歸EAす。 

ハリストス A

わ

E吾EAが A

きゅうせいしゅ

E救世主E Aよ、 A

なんじ

E爾E Aは A

じゅうじか

E十字架E Aにて A

わぼく

E和睦EAを A

ふくいん

E福音EAし、 A

とりこ

E虜E Aに A

ゆるし

E赦E Aを A

つた

E傳EAへ、A

けん

E權E AあるA

もの

E者EAをA

はず

E辱E Aかしめ、A

なんじ

E爾E A

のA

しんせい

E神聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAをA

もっ

E以EAてA

その

E其EAA

らたい

E裸體EAにしてA

まず

E貧EAしくなりたるをA

あらわ

E顯E AしA

たま

E給EAへり。    

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 

生神女讃詞 

A

さんび

E讃美EAたるA

もの

E者EAよ、A

せつ

E切EAにA

なんじ

E爾 E AにA

もと

E求EAむるA

もの

E者EAの A

いのり

E祷E AをA

しりぞ

E斥E AくるA

なか

E毋EAれ。A

しじょう

E至淨EAなるA

もの

E者EAよ、A

これ

E之EAをA

う

E受EAけて、A

なんじ

E爾E AのA

こ

E子EAなるA

かみ

E神EA、A

ひとり

E一E

AのA

おん

E恩 EAA

しゅ

E主EAにA

ささ

E捧EAげA

たま

E給 EAへ、A

われら

E我等EAA

なんじ

E爾E AをA

てんたつしゃ

E轉達者EAとしてA

え

E得 EAたればなり。 

   第六歌頌 

イルモス、A

いま

E今 EAをA

かぎり

E限EAの A

ふち

E淵EAはA

われら

E我等EAをA

かこ

E圍EAめり、A

のが

E脱EAれしむるA

もの

E者 EAなし、A

われら

E我等EAはA

としょ

E屠所EAのA

ひつじ

E羊EAのA

ごと

E如EAし。A

わ

E吾EAがA

かみ

E神EAよ、A

なんじ

E爾EAのA

たみ

E民EAをA

すく

E救E

Aへ、A

なんじ

E爾EAは A

よわ

E弱EAるA

もの

E者EAのA

ちから

E力EAとA

あらため

E更新EAなればなり。 

 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E Aの A

せい

E聖E AなるA

ふっかつ

E復活EAに A

き

E歸EAす。 

11



A

しゅ

E主EAハリストスよ、A

われら

E我等EAはA

はじ

E始 EAめてA

つく

E造EAられしA

もの

E者EAのA

あやまち

E愆E AにてA

いた

E痛EAくA

きず

E傷EAつけられ、A

なんじ

E爾E AがA

われら

E我等EAのA

ため

E爲EAにA

う

E受EAけしA

きず

E傷E AにてA

いや

E愈EAさ

れたり、A

なんじ

E爾E AはA

よわ

E弱EAるA

もの

E者EAのA

ちから

E力E AとA

あらため

E更新EAなればなり。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E Aの A

せい

E聖E AなるA

ふっかつ

E復活EAに A

き

E歸EAす。 

A

ぜんのう

E全能EAのA

しゅ

E主 EAよ、A

なんじ

E爾E AはA

おのれ

E己E AのA

けん

E權EAにてA

しゅう

E衆E AをA

の

E呑EAむA

くじら

E鯨E AのA

ちから

E力E AをA

やぶ

E破EAり、A

これ

E之EAをA

ころ

E殺EAして、A

われら

E我等EAをA

じごく

E地獄EAよりA

ひ

E引EAきA

あ

E上EAげたり、A

なんじ

E爾E

AはA

いのち

E生命EAとA

ひかり

E光E AとA

ふっかつ

E復活EAなればなり。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 

   生神女讃詞 

A

しじょう

E至淨EAなるA

どうていじょ

E童貞女EAよ、A

わ  

E我がEAA

やから

E族E AのA

げんそ

E原祖EAはA

つみ

E罪EAにA

よ

E因EAりてA

うしな

E失E AひしエデムをA

なんじ

E爾E AにA

よ

E因EAりてA

また

E復EAA

これ

E之EAをA

え

E得EAて、A

なんじ

E爾E AのA

ため

E爲EAにA

たの

E樂EAし

む、A

なんじ

E爾E AはA

さん

E産 EAのA

まえ

E前EAにもA

さん

E産EAの A

のち

E後EAにもA

いさぎよ

E潔E AきA

もの

E者EAなればなり。 

 
◇小連祷 

   A

コンダク

E小讃詞EA、第一調。 

A

しゅさい

E主宰E Aよ、A

なんじ

E爾 E AはA

かみ

E神E AなるにA

よ

E因EAりて A

こうえい

E光榮E Aの A

うち

E中E AにA

はか

E墓E AよりA

ふっかつ

E復活 E Aし、A

せかい

E世界EAをもA

とも

E共E AにA

ふっかつ

E復活E AせしめA

たま

E給E Aへり。A

ひと

E人E

AのA

せい

E性 E Aは A

なんじ

E爾E AをA

かみ

E神E AとしてA

ほ

E讃EAめA

うた

E歌E Aひ、A

し

E死EAはA

ほろぼ

E滅E Aされ、アダムはA

たの

E樂E Aしみ、エワは A

いま

E今E AA

なわめ

E縛E AよりA

と

E釋EAかれて、A

よろこ

E歡E

Aびて A

よ

E呼 EAぶ、ハリストスよ、A

なんじ

E爾 E AはA

しゅうじん

E衆人E AにA

ふっかつ

E復活E AをA

たま

E賜E AふA

しゅ

E主E Aなり。 
   ＜同讃詞 省略＞ 

 
   第七歌頌 

イルモス、A

しょうしんじょ

E生神女 EAよ、A

われら

E我等 EAA

しんじゃ

E信者 EAはA

なんじ

E爾EAを A

み

E見EAてA

ぞく

E屬E AA

しん

E神EAのA

いろり

E爐 EAと A

な  

E爲す EA、A

けだし

E蓋EAA

せんぞ

E先祖 EAのA

とうと

E尊 EAまれて A

あが

E崇EAめ A

ほ

E讃 EAめらるる A

かみ

E神EAは、A

みたり

E三人 EAの A

しょうしゃ

E少者 E

AをA

すく

E救E Aひし A

ごと

E如 E Aく、 A

か

E斯く EAA

なんじ

E爾EAのA

はら

E腹EAにA

おい

E於E Aて A

ぜん

E全EAA

せかい

E世界 EAをA

あらた

E改EAめA

たま

E給EAへり。 
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附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E Aの A

せい

E聖E AなるA

ふっかつ

E復活EAに A

き

E歸EAす。 

A

ち

E地EAは A

おそ

E畏EAれ、A

ひ

E日EAはA

かく

E隱EAれ、A

ひかり

E光E AはA

くら

E暗EAみ、A

でん

E殿EAのA

しんせい

E神聖EAなるA

まく

E幔 EAはA

さ

E裂 EAけ、A

いし

E石EAはA

くだ

E碎EAけたり、A

ぎ

E義EAなるA

もの

E者EAにして、A

せんぞ

E先祖EAのA

とうと

E尊E Aま

れてA

あが

E崇EAめ A

ほ

E讃EAめらるるA

かみ

E神 EAがA

じゅうじか

E十字架EAにA

かか

E懸EAりA

たま

E給EAへばなり。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E Aの A

せい

E聖E AなるA

ふっかつ

E復活EAに A

き

E歸EAす。 

A

なんじ

E爾E AはA

たすけ

E援助EAなきA

もの

E者EAのA

ごと

E如EAくなりて、A

あまん

E甘 E AじてA

われら

E我等EAのA

ため

E爲EAにA

きず

E傷EAづけられ、A

し

E死EAにA

わた

E付EAされたれども、A

よろず

E萬E AのA

もの

E者EAをA

と

E釋EAき、A

けんのう

E權能E

AのA

て

E手EAをA

もっ

E以 EAてA

おのれ

E己E AとA

とも

E偕EAに A

ふっかつ

E復活EAせしめA

たま

E給 EAへり、A

せんぞ

E先祖EAのA

とうと

E尊E AまれてA

あが

E崇EAめ A

ほ

E讃EAめらるるA

かみ

E神EAなればなり。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 

    生神女讃詞 

A

じょうせい

E常生E AのA

みず

E水 EAのA

いずみ

E泉E Aよ、A

よろこ

E慶E Aべ、A

たのしみ

E樂E AのA

てん

E天EAA

どう

E堂EAよ、A

よろこ

E慶E Aべ、A

しんじゃ

E信者EAのA

かき

E垣EAよ、A

よろこ

E慶E Aべ、A

こんいん

E婚姻EAにA

あずか

E與E AらざるA

もの

E者EAよ、A

よろこ

E慶E Aべ、A

ぜん

E全E

AA

せかい

E世界EAのA

よろこび

E歡喜EAよ、A

よろこ

E慶E Aべ、A

せんぞ

E先祖EAのA

あが

E崇EAめA

ほ

E讃EAめらるるA

かみ

E神EAがA

なんじ

E爾 E AにA

よ

E依EAりてA

われら

E我等EAにA

かがや

E輝E Aきたればなり。 

   第八歌頌 

イルモス、イズライリのA

しょうしゃ

E少者EAはA

いろり

E爐EAにA

あ

E在EAりて、A

るつぼ

E坩堝EAにA

あ

E在EAるがA

ごと

E如 EAく、A

けいけん

E敬虔EAのA

うるわ

E美EAしきをA

もっ

E以EAてA

こがね

E黄金EAよりもA

あきらか

E明E AにA

かがや

E輝EAき

てA

い

E云 EAへり、A

しゅ

E主 EAのA

ことごと

E悉 E AくのA

ぞうぶつ

E造物EAはA

しゅ

E主EAを A

あが

E崇EAめA

ほ

E讃EAめ、A

うた

E歌EAひてA

ばんせい

E萬世EAにA

ほ

E讃EAめA

あ

E揚EAげよ。（楽譜は次ページ） 
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附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E Aの A

せい

E聖E AなるA

ふっかつ

E復活EAに A

き

E歸EAす。 

A

おのれ

E己E Aの A

むね

E旨E Aに A

したが

E循 E Aひて A

ばんぶつ

E萬物EAを A

つく

E造E Aり、 A

また

E又E AA

これ

E之E Aを A

へんか

E變化E Aし、 A

おのれ

E己 E Aの A

くるしみ

E苦E Aにて A

し

E死E Aの A

かげ

E蔭E Aを A

か

E易E AへてA

えいえん

E永遠EAのA

いのち

E生命E AとA

な  

E爲すE AA

かみ

E神E AのA

ことば

E言E A

よ、A

われら

E我等EAA

ことごと

E悉E AくのA

ぞうぶつ

E造物EAは A

た

E絶EAえずA

なんじ

E爾E AをA

しゅ

E主E AとしてA

うた

E歌E Aひて、A

ばんせい

E萬世EAにA

ほ

E讃EAめA

あ

E揚EAぐ。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E Aの A

せい

E聖E AなるA

ふっかつ

E復活EAに A

き

E歸EAす。 

ハリストスよ、 A

なんじ

E爾E Aは A

じごく

E地獄E Aの A

もん

E門E AA

およ

E及E Aび A

その

E其E AA

かため

E防固E Aの A

うち

E中E Aに A

かなしみ

E哀E Aと A

くるしみ

E苦E Aとを A

ほろぼ

E滅E Aして、 A

みっかめ

E三日目E Aに A

はか

E墓E Aより A

ふっかつ

E復活E Aし A

たま

E給 E Aへ

り。A

ことごと

E悉E AくのA

ぞうぶつ

E造物EAは A

た

E絶EAえずA

なんじ

E爾E AをA

しゅ

E主E AとしてA

うた

E歌E Aひて、A

ばんせい

E萬世EAにA

ほ

E讃EAめA

あ

E揚EAぐ。 

父と子と聖神の一なる神を讃め揚げん、今も何時も世々にアミン 

    生神女讃詞 

A

たね

E種EAなくしてA

せい

E性EAに A

こ

E超EAえてA

しんせい

E神聖EAなるA

かがやき

E輝 E Aに A

よ

E由EAりてA

いと

E最EAA

とおと

E貴 E AきA

しんじゅ

E眞珠EAなるハリストスをA

う

E生EAみしA

もの

E者E AをA

うた

E歌E AひてA

よ

E呼EAばん、A

しゅ

E主E A

のA

ことごと

E悉E AくのA

ぞうぶつ

E造物EAはA

しゅ

E主 EAをA

あが

E崇EAめA

ほ

E讃EAめ、A

うた

E歌E AひてA

ばんせい

E萬世EAにA

ほ

E讃EAめA

あ

E揚EAげよ。 

 

◇【生神女の歌】を歌う、（復活祭期、大祭日には歌わない。代わりに祭日の附唱） 

我が心は主を崇め、我が霊は神我が救主を悦ぶ。 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え、貞操を破らずに神ことばを生み師し

実の生神女たる爾を崇め讃む。 

第２句 その婢の卑しきを顧み給へり、今より萬世我を福なりと言はん、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第３句 AE権能 E

ちから

Aを持ち給へるものは、我が為に大なる事を為せり、 

其の名は聖なり、其の憐れみは世世 彼を畏るる者に臨まん 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第４句 其の肘の力を表して、心の驕れるものを散らし給へり、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第５句  権ある者を位より斥け、卑しき者を上げ、飢うる者を善に飽かせ、富める者をむなしく帰らせ

給へり。 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第６句  其の僕、イズライリを納れて、我が先祖に告げしが如く、 

アウラアムと其の裔を世世に憐れむ事を記憶し給へり、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 
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   第九歌頌 

イルモス、A

しょうしんじょ

E生神女EAよ、A

も

E燃EAゆれどもA

や

E燒 E AかれぬA

いばら

E棘E AはA

なんじ

E爾E AがA

いさぎよ

E潔E AきA

さん

E産EAのA

かたち

E象E AをA

あらわ

E顯E Aせり。A

いの

E祈EAる、A

いま

E今EAもA

われら

E我等EAをA

せ

E攻EAめA

かこ

E圍E

AむA

いざない

E誘惑EAのA

いろり

E爐E AをA

う

E撲 E AちA

け

E滅 EAして、A

つね

E常EAにA

なんじ

E爾E Aを A

あが

E崇EAめさせ A

たま

E給EAへ。（楽譜は次ページ） 

 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E Aの A

せい

E聖E AなるA

ふっかつ

E復活EAに A

き

E歸EAす。 

A

ああ

E鳴呼EAA

ふほう

E不法E AA

ふじゅん

E不順EAの A

たみ

E民 E Aよ、 A

なん

E何EAぞ A

あ

E惡E Aしきを A

はか

E謀 EAりて、 A

ふぎ

E不義E AA

ふけん

E不虔EAのA

もの

E者E Aを A

ぎ

E義EAと A

な

E爲EAし、A

ぎ

E義 EAなるA

こうえい

E光榮EAのA

しゅ

E主EAをA

き

E木E AにA

か

E懸 E Aけんこ

とをA

さだ

E定EAめたる。A

われら

E我等EAA

よろ

E宜EAしきにA

かな

E合 EAひてA

かれ

E彼EAをA

あが

E崇EAめA

ほ

E讃 EAむ。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E Aの A

せい

E聖E AなるA

ふっかつ

E復活EAに A

き

E歸EAす。 

A

きゅうせいしゅ

E救世主E A、A

よ

E世EAのA

つみ

E罪 E AをA

にな

E任E AひしA

きず

E玷 EAなきA

こひつじ

E羔E Aよ、A

われら

E我等EAA

なんじ

E爾E AA

みっかめ

E三日目EAにA

ふっかつ

E復活EAせしA

もの

E者EAをA

ちち

E父EAA

およ

E及E AびA

なんじ

E爾E AのA

しんせい

E神聖EAなるA

しん

E神EAとA

とも

E偕EAにA

さんえい

E讃榮E

Aし、A

こうえい

E光榮EAのA

しゅ

E主 EAとA

つた

E傳EAへてA

あが

E崇EAめ A

ほ

E讃EAむ。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 

   生神女讃詞 

A

ひと

E人EAを A

あい

E愛 EAするA

しゅ

E主E Aよ、A

なんじ

E爾E AのA

とうと

E尊E Aき A

ち

E血EAにてA

え

E得EAたる A

なんじ

E爾 E AのA

たみ

E民EAをA

すく

E救E Aひ、 A

こうてい

E皇帝EAにA

てき

E敵EAにA

たい

E對E Aして A

ちから

E能力EAをA

たま

E賜E Aひ、A

なんじ

E爾E AのA

しょきょうかい

E諸教會E A

にA

へいあん

E平安EAをA

あた

E與EAへ A

たま

E給EAへ、A

しょうしんじょ

E生神女E AのA

きとう

E祈祷EAにA

よ

E因EAりてなり。 

 

→通常部分へ戻る P29 

◇ 小聯祷 

「主我等の神は聖なり」 

【差遣詞】 

  

15



 

1 調【讃揚歌とスティヒラ】 

【凡そ呼吸ある者】に六句を立てて 

 
→通常部分 P31に戻る 【大頌栄】を歌う 

【定規のトロパリ】 

【重連祷、増連祷】 早課の終わり。発放詞。 
 

一時課 
＜一時課の変更箇所は、トロパリ、コンダクのみ＞ 
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スボタ晩 課 
【首唱(103)聖詠】「我が霊や」、【大連祷】 
【カフィズマ】第一段「悪人の謀」歌う、 
【小連祷】 

２調  

 

 

   主日の
スティヒラ

讃頌、第二調。 

句、
わ

我が
たましい

靈 を
ひとや

獄より
ひ

引き
いだ

出して、
われ

我に
なんじ

爾の
な

名を
さんえい

讃榮せしめ
たま

給へ。 

きた

來りて、
よ

世の
な

無き
さき

先に
ちち

父より
うま

生れし
かみ

神の
ことば

言、
どうてい

童貞
じょ

女マリヤより
み

身を
と

取りし
もの

者に
ふくはい

伏拜せん。
けだし

蓋
かれ

彼は
みづか

親ら
のぞ

望

みし
ごと

如く、
じゅうじか

十字架を
しの

忍びて、
ほうむり

葬 に
わた

付されたり、
し

死より
ふく

複
かつ

活して、
われ

我
まよ

迷へる
ひと

人を
すく

救ひ
たま

給へり。 

句、
なんじ

爾
おん

恩を
われ

我に
たま

賜はん
とき

時、
ぎじん

義人は
われ

我を
めぐ

環らん。 
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ハリストス
わ

吾が
きゅうせいしゅ

救世主は
われら

我等を
つみ

罪する
かきつけ

書劵を
じゅうじか

十字架に
くぎ

釘うちて
これ

之を
け

抹し、
し

死の
けん

權を
むな

空しくし
たま

給へり。
われら

我等

その

其
みっか

三日
め

目の
ふっかつ

復活に
ふくはい

伏拜す。 

句、
しゅ

主よ、
われ

我
ぶか

深き
ところ

處より
なんじ

爾に
よ

呼ぶ。
しゅ

主よ、
わ

我が
こえ

聲を
き

聽き
たま

給へ。 

われら

我等は
てんししゅ

天使首と
とも

共にハリストスの
ふっかつ

復活を
ほ

讃め
うた

歌はん。
けだし

蓋
かれ

彼は
われら

我等の
たましい

靈 の
しょくざいしゅ

贖罪主
およ

及び
きゅうせいしゅ

救世主なり、
かつ

且
おそ

畏

るべき
こうえい

光榮と
つよ

勁き
ちから

能力とを
もっ

以て
また

還
きた

來りて、
その

其
つく

造りし
せかい

世界を
しんぱん

審判せん。 

  又
スティヒラ

讃頌、アナトリイの作。同調。 

句、
ねが

願はくは
なんじ

爾の
みみ

耳は
わ

我が
いのり

祷の
こえ

聲を
き

聽き
い

納れん。 

てんし

天使は
なんじ

爾
じゅうじか

十字架に
てい

釘せられて
ほうむ

葬られたる
しゅさい

主宰を
つた

傳へて、
おんなたち

女等に
い

言へり、
きた

來りて、
しゅ

主の
ふ

臥したる
ところ

處を
み

觀

よ、
けだし

蓋
かれ

彼は
い

言ひし
ごと

如く
ふっかつ

復活せり、
ぜんのうしゃ

全能者なればなり。
ゆえ

故に
われら

我等
なんじ

爾
ゆいいつ

惟一
ふし

不死の
もの

者に
ふくはい

伏拜す。
いのち

生命を
たま

賜ふハ

リストスよ、
われら

我等を
あわれ

憐み
たま

給へ。 

句、
しゅ

主よ、
も

若し
なんじ

爾
ふほう

不法を
ただ

糾さば、
しゅ

主よ、
たれ

孰か
よ

能く
た

立たん。
しか

然れども
なんじ

爾に
ゆるし

赦あり、
ひと

人の
なんじ

爾の
まえ

前に
つつし

敬ま

ん
ため

爲なり。 

なんじ

爾の
じゅうじか

十字架にて
き

木に
よ

縁る
のろい

詛を
むな

空しくし、
なんじ

爾の
ほうむり

葬 にて
し

死の
けん

權を
ほろぼ

滅し、
なんじ

爾の
ふっかつ

復活にて
じんるい

人類を
てら

照し
たま

給へ

り。
ゆえ

故に
われら

我等
なんじ

爾に
よ

籲ぶ
おんしゅ

恩主ハリストス
わ

吾が
かみ

神よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾に
き

歸す。 

句、
われ

我
しゅ

主を
のぞ

望み、
わ

我が
たましい

靈
しゅ

主を
のぞ

望み、
われ

我
かれ

彼の
ことば

言を
たの

恃む。 

しゅ

主よ、
し

死の
もん

門は
おそれ

畏懼に
よ

因りて
なんじ

爾の
ため

爲に
ひら

啓け、
じごく

地獄の
かどもり

門衞は
なんじ

爾を
み

見て
おそ

懼れたり、
けだし

蓋
なんじ

爾は
あかがね

銅 の
もん

門を
やぶ

破

り、
くろがね

鐵 の
はしら

柱を
くじ

折き、
われら

我等を
くらやみ

幽闇と
し

死の
かげ

蔭より
ひ

引き
いだ

出し、
われら

我等の
なわめ

縛を
た

截ち
たま

給へり。 

句、
わ

我が
たましい

靈
しゅ

主を
ま

待つこと、
ばんにん

番人の
あさ

旦を
ま

待ち、
ばんにん

番人の
あさ

旦を
ま

待つより
はなはだ

甚 し。 

すくい

救の
うた

歌を
うた

歌ひて、
くち

口を
ひと

齋しくして
よ

籲ばん、
みな

皆
きた

來りて、
しゅ

主の
いえ

家に
ふくはい

伏拜して
い

曰はん、 

き

木の
うえ

上に
てい

釘せられて、
し

死より
ふっかつ

復活し、
ちち

父の
ふところ

懐 に
いま

在す
しゅ

主よ、
われら

我等の
つみ

罪を
きよ

淨め
たま

給へ。 

句、
ねが

願はくはイズライリは
しゅ

主を
たの

恃まん、
けだし

蓋
あわれみ

憐 は
しゅ

主にあり、
おおい

大なる
あがない

贖 も
かれ

彼にあり、
かれ

彼はイズライリを
その

其

ことごと

悉 くの
ふほう

不法より
あがな

贖はん。 

たより

倚頼なき
もの

者の
けんご

堅固なる
たのみ

憑恃、
つみ

罪に
おちい

陷る
もの

者の
すくい

拯救たる
ほ

讃め
うた

歌はるるマリヤ、
いさぎよ

潔 き
しょうしんじょ

生神女よ、
わ

我が
こ

此の
いのり

祷

を
う

受けて、
なんじ

爾の
はは

母たる
きとう

祈祷を
もっ

以て
われ

我に
しょうがい

生涯
おか

犯しし
しょ

諸
ざい

罪の
ゆるし

赦を
え

獲しめ
たま

給へ。
じょさい

女宰よ、
なんじ

爾の
おおい

大なる
あわれみ

憐

に
よ

由りて、
われ

我を
きなん

危難
およ

及び
しょうらい

將來の
ていざい

定罪より
すく

救ひ
たま

給へ。 

句、
ばんみん

萬民よ、
しゅ

主を
ほ

讃め
あ

揚げよ、
ばんぞく

萬族よ、
かれ

彼を
あが

崇め
ほ

讃めよ。 

わ

我が
ざいせい

在世の
ひ

日は
あ

悪し、
あ

悪しくして
ざいあく

罪惡に
み

充つ、
きょうあく

凶惡なるサタナ
はなはだ

甚 しく
われ

我を
みだ

擾すに
よ

因る。
かみ

神の
はは

母よ、
なんじ

爾

われ

我を
その

其
がい

害より
まぬが

免れしめ、
し

至
せい

聖なる
もの

者よ、
なんじ

爾
われ

我を
その

其
くち

口より
のが

脱し
たま

給へ、
われ

我
ことごと

悉 くの
たのみ

憑恃を
なんじ

爾に
お

負はせたれ

ばなり。
なんじ

爾の
ねつ

熱
せつ

切なる
きとう

祈祷を
もっ

以て
われ

我を
すく

救ひ
たま

給へ。 
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句、
けだし

蓋
かれ

彼が
われら

我等に
ほどこ

施す
あわれみ

憐 は
おおい

大なり、
しゅ

主の
しんじつ

眞實は
なが

永く
そん

存す。 

はじ

耻を
え

得ざる
てんたつしゃ

轉達者よ、
よろこ

慶べ、
し

至
ぜん

善なる
しょうしんじょ

生神女よ、
よろこ

慶べ、
せかい

世界の
きよめ

蠲潔よ、
よろこ

慶べ、
かな

悲しむ
もの

者の
よろこび

喜 、
ぐふう

颶風

に
あ

遭ふ
もの

者の
みなと

停泊よ、
よろこ

慶べ、
およ

凡そ
きなん

危難に
あ

在る
もの

者の
ふじょしゃ

扶助者よ、
よろこ

慶べ。
どうてい

童貞
じょ

女・
じゅんけつ

純潔なる
じょさい

女宰よ、
われ

我をも
ことごと

悉

くの
くなん

苦難より
まも

護り
たま

給へ。 

 
 
→通常部分（P6「聖にして福たる」へ戻る 

 

【スボタのポロキメン】（６調）第９２聖詠１―５ 

重連祷 
誦経「主や我等を守り」 
増連祷 
（増連祷が終わったら） 
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２調 挿句のスティヒラ 

挿句に主日の讃頌、第二調。 

ハリストス
きゅうせいしゅ

救世主 よ、
なんじ

爾 の
ふっかつ

復活は
ぜん

全
せ か い

世界を
てら

照せり、
なんじ

爾 は
おのれ

己 の
ぞうぶつ

造物を
め  

召し
たま

給へり。
ぜんのう

全能の
しゅ

主

よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾 に
き  

歸す。 

   又
スティヒラ

讃 頌  

句、
しゅ

主は
おう

王たり、
かれ

彼は
い げ ん

威嚴を
き  

衣たり。 

きゅうせいしゅ

救世主よ、
なんじ

爾 は
き  

木にて
き  

木に
よ  

縁る
のろい

詛 を
むな

空しくし、
なんじ

爾 の
ほうむり

葬 にて
し  

死の
けん

權を
ほろぼ

滅 し、
なんじ

爾 の
ふっかつ

復活にて
わ  

吾

が
やから

族 を
てら

照し
たま

給へり。
ゆえ

故に
わ れ ら

我等
なんじ

爾 に
よ  

呼ぶ、
い の ち

生命を
ほどこ

施 すハリストス
わ  

我が
かみ

神よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾 に
き  

歸す。 

句、
ゆえ

故に
せ か い

世界は
け ん ご

堅固にして
うご

動かざらん。 

ハリストスよ、
なんじ

爾 は
じゅうじか

十字架に
てい

釘せらるる
もの

者と
あらわ

顯 れて、
ぞうぶつ

造物の
うるわ

美 しきを
へんえき

變易せり。
ただ

惟
へいそつ

兵卒は
ざんにん

殘忍に

して
ほこ

戈を
もっ

以て
なんじ

爾 の
わき

脅を
さ  

刺し、エウレイ
じん

人は
なんじ

爾 の
けん

權を
し  

知らずして
はか

墓を
ふういん

封印せんことを
もと

求めたり。
じ れ ん

慈憐

に
よ  

由りて
ほうむり

葬 を
う  

受け、
み っ か

三日
め  

目に
ふっかつ

復活せし
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾 に
き  

歸す。 

句、
しゅ

主よ、
せいとく

聖徳は
なんじ

爾 の
いえ

家に
ぞく

屬して
えいえん

永遠に
いた

至らん。 

い の ち

生命を
ほどこ

施 すハリストスよ、
なんじ

爾 は
し  

死に
ぞく

屬する
もの

者の
ため

爲に
あまん

甘 じて
くるしみ

苦 を
う  

受けて、
ゆうのう

有能
しゃ

者として
じ ご く

地獄に
くだ

降

り、
か し こ

彼處に
なんじ

爾 の
こうりん

降臨を
ま  

待つ
もの

者を
つよ

強き
もの

者の
て  

手より
うば

奪ひて、
じ ご く

地獄に
か  

易へて
らくえん

樂園に
す  

住むを
たま

賜へり。
ゆえ

故に
なんじ

爾

の
み っ か

三日
め  

目の
ふっかつ

復活を
さんよう

讃揚する
わ れ ら

我等にも
しょざい

諸罪の
き よ め

潔淨と
おおい

大 なる
あわれみ

憐 とを
あた

與へ
たま

給へ。 

  「光榮、今も」、生神女讃詞。 

あ あ

嗚呼
あらｔ

新 なる
き せ き

奇跡、
いにしえ

古 の
ことごと

悉 くの
き せ き

奇跡に
まさ

勝る
もの

者や。
だれ

誰か
おっと

夫 なき
はは

毋が
ばんぶつ

萬物を
たも

有つ
しゅ

主を
う  

生みて、
その

其
て  

手

に
いだ

抱くを
し  

知りたる、
こ  

此の
さん

産は
かみ

神の
むね

旨なり。
いた

至りて
いさぎよ

潔 き
もの

者よ、
なんじ

爾 が
おさなご

嬰兒として
おのれ

己 の
て  

手に
いだ

抱きし
しゅ

主

の
まえ

前に
はは

母の
いさみ

勇 を
もっ

以て、
わ れ ら

我等
なんじ

爾 を
とおと

尊 む
もの

者の
たましい

靈 を
あわれ

憐 みて
すく

救はんことを
つね

常に
いの

祈り
たま

給へ。 

 
→通常部分 P10「シメオンの祝文」へ戻る 
「聖三祝文」「至聖三者」「天主経」 

司祭 
けだし

蓋国と権能と光栄は爾父と子と聖神°に帰す、今も
いつ

何時も世世に、 
（詠） 「アミン」 

「生神童貞女や、慶べよ」 

「願わくは主の名は崇めほめられ･･･・」 
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早 課 

来たれ･･･、【六段の聖詠】【大連祷】に続いて 

＜カフィズマ、セダレンは省略＞ 

 

２調 主は神なり、主日トロパリ  
主は神なり我等を照せり、主の名に依りて来る者は崇め讃めらる、 

（第１句） 主を尊み讃めよ、彼は仁慈にして其憐は世世にあればなり、 

（第２句） 彼等我を囲み我を環れども、我主の名を以て之を敗れり、 

（第３句） 我死せず、猶生きて主の行ふ所を伝へん、 

（第４句） 工師が棄てし所の石は屋隅の首石となれり、是主のなす所にして我等の目に奇異なりとす、 
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→通常部分 P15 【ポリエレイ】「主の名を讃め揚げよ」 

＜ポリエレイ後のセダレン、ネポロチニ省略＞ 
【復活のエフロギタリア】「主や爾は崇め讃める」 
 【小連祷】【アンティフォン】４調 

 

２調【アンティフォン】 

品第詞、第二調。第一倡和詞。毎句復唱す。 
きゅうせいしゅ

救世主 よ、
わ  

我が
こころ

心 の
め  

目を
てん

天に
なんじ

爾 に
あ  

擧ぐ、
なんじ

爾 の
こうしょう

光 照 にて
われ

我を
すく

救ひ
たま

給へ。
あ あ

鳴呼
わ  

吾がハリストス

よ、
ときごと

時毎に
おお

多く
なんじ

爾 に
つみ

罪を
おか

犯せる
わ れ ら

我等を
あわれ

憐 みて、
おわり

終 の
まえ

前に
なんじ

爾 に
つうかい

痛悔する
ほう

法を
あた

與へ
たま

給へ。    

光榮、（今も） 
せいしん

聖神には
さいせい

宰制し、
せい

聖を
ほどこ

施 し、
ぞうぶつ

造物を
かつどう

活動せしむること
かな

適ふ、
ちち

父
およ

及び
こ  

子と
いっせい

一性の
かみ

神なればなり。  （以

下省略 今も、同上。） 

   第二倡和詞 
も  

若し
しゅ

主
わ れ ら

我等の
うち

中にあらずば、
だれ

誰か
てき

敵
また

又
ひとごろし

殺人者より
まっと

全 うし
まもる

護 らるるに
た  

堪へん。 
きゅうせいしゅ

救世主よ、
なんじ

爾 の
ぼく

僕を
か れ ら

彼等の
は  

齒に
わた

付す
なか

勿れ、
けだし

蓋
わ  

我が
てき

敵は
しし

獅の
ごと

如く
われ

我に
むか

向ひ
すす

進む 

。 

   光榮 
せいしん

聖神には
い の ち

生命の
いずみ

泉
およ

及び
そんえい

尊榮は
ぞく

屬す、
けだし

蓋
かみ

神として、
その

其
ちから

力 を
もっ

以て、
いっさい

一切の
ぞうぶつ

造物を 
ちち

父の
うち

中に、
こ  

子に
よ  

因りて
まも

守る。  今も、同上。 

   第三倡和詞 
しゅ

主を
たの

頼む
もの

者は
せいざん

聖山に
に  

似たり、
あえ

敢て
てき

敵の
こうげき

攻撃に
よ  

因りて
うご

動かざらん。 
けいけん

敬虔に
いのち

生 を
おく

送る
もの

者は
おのれ

己 の
て  

手を
ふ ほ う

不法に
の  

伸ぶべからず、
けだし

蓋 ハリストスは
その

其
しぎょう

嗣業の 
ため

爲に
つえ

杖を
はな

放たず。  光榮 
せいしん

聖神にて
いっさい

一切の
ち え

智慧は
わ  

涌き
いだ

出さる、
これ

是より
し と

使徒は
おんちょう

恩 寵 を
く  

斟み、
ちめいしゃ

致命者は
くるしみ

苦 に
よ  

因 

りて
えいかん

榮冠を
こうむ

冠 り、
よげんしゃ

預言者は
み  

見る。  今も、同上。 

 

☆提綱、第二調 
しゅ

主
わ  

我が
かみ

神よ、
お  

起きて、
なんじ

爾 が
さだ

定めし
しんぱん

審判を
おこな

行 ひ
たま

給へ、
ばんみん

萬民
なんじ

爾 を
めぐ

環らん。 

句、
しゅ

主
わ  

我が
かみ

神よ、
われ

我
なんじ

爾 を
たの

頼む、
われ

我を
すく

救ひ
たま

給へ。 

 

  


Zm


２調

 
主我が神よ、起きて

   
爾が定めし審判を行い給へ、

 

  
万


民

 
なん

 
じ


を


め


ぐ

 
らん
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→通常部分 P20 

 

【福音の読み】 

【福音後のスティヒラ】「ハリストスの復活を見て」 

輔祭 「神よ爾の大いなる憐れみによって」「主憐れめよ」12回 

 

２調 カノン  

主日のカノン、第二調 <第 1のカノン(復活)のみ、第 2（十字架復活）、第 3(生神女)は省略> 

 

○第一歌頌 

イルモス、
まった

全く
そ な

備はれる
ちから

力は
むかし

昔ファラオンの
ぜ ん ぐ ん

全軍を
ふ か み

深水に
し  

敷き、
じ ん た い

人體を
と  

取りし
ことば

言、
さ ん え い

讃榮せらるる
し ゅ

主は
よろず

萬の
あ く

悪を
い た

致

す
つ み

罪を
ほろぼ

滅し
た ま

給へり、
か れ

彼
おごそか

嚴に
こ う え い

光榮を
あらわ

顯したればなり。 

 
附唱、

しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾 の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き  

歸す。 
し  

至
ぜん

善なる
しゅ

主よ
よ  

世の
きみ

君、
わ れ ら

我等が
なんじ

爾 の
いましめ

誡 に
そむ

背きて
ふくじゅう

服 從 せし
もの

者は
なんじ

爾 の
じゅうじか

十字架にて
ていざい

定罪せられたり、
けだし

蓋
し  

死に
ぞく

屬する
もの

者と
な  

爲して
なんじ

爾 に
ふ  

觸れて、
なんじ

爾 の
けん

權
のう

能に
よ  

由りて
けん

權を
うしな

失 ひ、
よわ

弱き
もの

者と
あらわ

顯 れたり。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾 の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き  

歸す。 
なんじ

爾 は
じんるい

人類の
しょくざいしゅ

贖 罪主
およ

及び
ふきゅう

不朽の
い の ち

生命の
かしら

首 として
よ  

世に
きた

來れり、
けだし

蓋
なんじ

爾 の
ふっかつ

復活を
もっ

以て
し  

死の
な わ め

縲絏を
た  

斷ち
たま

給

へり。
わ れ ら

我等
みな

皆
これ

之を
さんえい

讃榮す、
なんじ

爾
おごそか

嚴 に
こうえい

光榮を
あらわ

顯 したればなり。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々に、アミン 

     生神女讃詞 
いさぎよ

潔 き
えいていどうじょ

永貞童女よ
なんじ

爾 は
み  

見ゆると
み  

見えざる
いっさい

一切の
ぞうぶつ

造物より
いた

至りて
うえ

上なる
もの

者と
あらわ

顯 れたり、
ぞうせい

造成
しゅ

主を
う  

生


第１歌頌

 



全
まった





く
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備われる

 



ち





か
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し
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ラ





オン





の



  
ぜんぐん



全軍を
ふかみ



深水に

 



敷
し





-





-

 



き、

 



人体を取りし



言
ことば



讃栄
さんえい



せら





る





る

  



主





-

 



は

 
よろず あく いた



萬の悪を致す罪を滅ぼし





た





ま

 



え

 



り

  
おごそ



彼



厳か





に

 



光





栄





を

 



顕
あらわ



し





た



れ





ば

 



な





り
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E其 EAA

なんじ

E 爾 EAのA

たいない

E胎内 EAにA

み  

E身 E AをA

と  

E取E AらんとA

ほっ

E欲 EAせしがA

ごと

E如 EAし。A

かれ

E彼 EAにA

い さ み

E勇敢EAをA

もっ

E以 EAてA

わ  

E我E AがA

たましい

E 靈 EAをA

すく

E救 EAはんことをA

いの

E祈 E

AりA

たま

E給 EAへ。 

みたればなり、
その

＜十字架復活のカノン、生神女のカノンは省略＞ 

    

   第三歌頌 

イルモス、A

し ゅ

E主EAよ、A

あ れ ち

E荒地 EAの A

ご と

E如EAくA

み  

E實EAをA

む す

E結EAばざる A

い ほ う

E異邦 EAの A

き ょ う か い

E教會 EAは、A

なんじ

E爾EAの A

き た

E來 EAるにA

よ  

E因EAりて、A

ゆ り

E百合 EAの A

ご と

E如EAくA

は な

E華EAさけり、A

わ  

E我EAが A

こころ

E心EAは A

こ れ

E此E

AにA

よ  

E縁EAりて A

か た

E固EAめられたり。（楽譜は次のページ） 

 

附唱、A

しゅ

E主 EAよ、A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E 爾 EAのA

せい

E聖 EAなるA

ふっかつ

E復活 EAに A

き  

E歸 E Aす。A

ぞうぶつ

E造物 EAはA

なんじ

E 爾 EAのA

くるしみ

E 苦 EAにA

よ  

E因E AりてA

へん

E變 EAじたり、A

なんじ

E 爾 EAA

しんせい

E神聖 EAな

るA

し き

E指麾EAをA

もっ

E以 EAてA

いっさい

E一切 EAをA

もと

E基 EAづけたるA

しゅ

E主 EAがA

いや

E卑 EAしきA

かたち

E 形 EAにA

おい

E於 EAてA

ふほうしゃ

E不法者E AよりA

はずか

E 辱 EAしめらるるをA

み  

E見E Aたればなり。 

附唱、A

しゅ

E主 EAよ、A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E 爾 EAのA

せい

E聖 EAなるA

ふっかつ

E復活 EAに A

き  

E歸 E Aす。 

ハリストスよ、A

なんじ

E 爾 EAは A

おのれ

E 己 EAのA

ぞう

E像 EAにA

かたど

E 形 EAりて、A

なんじ

E 爾 EAのA

て  

E手E AをA

もっ

E以 EAてA

われ

E我 E AをA

ちり

E塵 EAよりA

つく

E造 EAり、A

また

E復 EAA

つみ

E罪 EAのA

ため

E爲 EAにA

ち  

E地E AのA

ちり

E塵 EAにA

かえ

E還 E Aさ

れしA

もの

E者 EAをA

じ ご く

E地獄EAにA

くだ

E下 EAりて、A

おのれ

E 己 EAとA

とも

E偕 EAにA

ふっかつ

E復活 EAせしめA

たま

E給 EAへり。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々に、アミン 

    生神女讃詞 

A

しじょう

E至淨 EAなる A

もの

E者 EAよ、A

なんじ

E 爾 EAのA

さん

E産 EAに A

よ  

E因E AりてA

て ん し

E天使E Aの A

ひ ん い

E品位EAはA

おどろ

E 驚 EAき、A

ひとびと

E人人 EAのA

こころ

E 心 EAはA

おそ

E懼 E Aれたり、A

ゆえ

E故 EAにA

わ れ ら

E我等EAA

しん

E信 EAをA

もっ

E以 EAてA

なんじ

E 爾 E A

をA

しょうしんじょ

E 生神女 EAとA

とおと

E 尊 EAむ。 

    

第四歌頌 

イルモス、A

ど う て い

E童貞EAA

じ ょ

E女E AにA

よ  

E藉E AりてA

き た

E來E AりしA

も の

E者E AはA

し し ゃ

E使者EAにA

あ ら

E非E Aず、A

て ん し

E天使EAにA

あ ら

E非E Aず、A

し ゅ

E主E AA

みずか

E親 EAらA

じ ん た い

E人體EAをA

と  

E取E Aりて、A

わ れ

E我E AA

まった

E全 EAきA

ひ と

E人E AをA

す く

E救E AひA

た ま

E給E

Aへり。A

ゆ え

E故E AにA

わ れ

E我E AA

なんじ

E爾 EAにA

よ  

E呼E Aぶ、A

し ゅ

E主E Aよ、A

こ う え い

E光榮EAはA

なんじ

E爾 EAのA

ちから

E力 EAにA

き  

E歸E Aす。 

 
第３歌頌





主





よ、


あ ごと



荒れ地の如く実を結ばざる
いほう



異邦の

 



教


か





会

 
い



は



 



なん





じ





の

 



来たるに





よ





-



り

 



-



て

  
ゆり



百合の



如





く





は





な

 



咲





け





り

  



我が心はこれに

   



よ





り





て

 



か





た





め





ら





れ

華





た





り
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附唱、A

しゅ

E主 EAよ、A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E 爾 EAのA

せい

E聖 EAなるA

ふっかつ

E復活 EAに A

き  

E歸 E Aす。 

A

わ  

E我E Aが A

かみ

E神 EA、A

しんぱん

E審判 EAをA

しょみん

E諸民 EAにA

おこな

E 行 EAふA

しゅさい

E主宰 EAよ、A

なんじ

E 爾 EAはA

こえ

E聲 EAをA

いだ

E出 EAさずして、A

しんぱん

E審判 EAせらるるA

もの

E者 EAとしてA

しんぱん

E審判 EAA

ざ  

E座E AのA

まえ

E前 EAにA

た  

E立E

Aつ。ハリストスよ、A

なんじ

E 爾 EAはA

こ  

E此E AのA

くるしみ

E 苦 EAにてA

せ か い

E世界EAのA

ため

E爲 EAにA

すくい

E 救 EAをA

た  

E立E AてA

たま

E給 EAへり。 

附唱、A

しゅ

E主 EAよ、A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E 爾 EAのA

せい

E聖 EAなるA

ふっかつ

E復活 EAに A

き  

E歸 E Aす。 

ハリストスよ、A

なんじ

E 爾 EAのA

くるしみ

E 苦 EAにA

よ  

E因E AりてA

てき

E敵 EAにはA

ぶ き

E武器EAA

ことごと

E 悉 EAくA

つ  

E盡E Aき、A

なんじ

E 爾 EAがA

じ ご く

E地獄EAにA

くだ

E下 EAるにA

よ  

E因E AりてA

あだ

E仇 EAのA

ま ち

E城邑EAはA

こぼ

E毀 EAた

れ、A

くる

E苦 EAしむるA

もの

E者 EAのA

きょうぼう

E 狂 暴 EAはA

やぶ

E壞 EAられたり。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々に、アミン 

    生神女讃詞 

A

じょさい

E女宰 EAA

しょうしんじょ

E 生神女 EAよ、A

わ れ ら

E我等EAA

しゅう

E 衆 EAA

しんじゃ

E信者 EAはA

なんじ

E 爾 EAをA

すくい

E 救 EAのA

みなと

E 湊 EAA

およ

E及 EAびA

け ん ご

E堅固EAなるA

しろ

E城 EAとしてA

し  

E知E Aる、A

なんじ

E 爾 EAの 

A

き と う

E祈祷EAにA

よ  

E因E AりてA

わ れ ら

E我等EAのA

たましい

E 靈 EAをA

き な ん

E危難EAよりA

のが

E脱 EAれしめA

たま

E給 EAへばなり。 

 

   第五歌頌 

イルモス、ハリストスA

か み

E神EAよ、A

な ん じ

E爾EAはA

か み

E神EAとA

ひ と

E人EAとのA

な か だ ち

E中保者EAとA

な  

E爲EAれり、A

し ゅ さ い

E主宰EAよ、A

わ れ ら

E我等EAはA

な ん じ

E爾EAにA

よ  

E依EAりて、A

む ち

E無智EAのA

や み

E闇EAよりA

ひ か り

E光EAのA

も と

E原EAなるA

な ん じ

E爾EAのA

ち ち

E父E

AにA

つ  

E就EAくをA

え  

E得EAたればなり。 

 
第４歌頌
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ら





-

 



ず

  



主 親ら
みずか



人体
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り
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まった



我全き人を



救いた

 



ま

 



え





り

  



故に



わ





れ





なん





じ





に



  



呼
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よ
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は
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ち





か





ら





に

 



帰





す
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附唱、A

しゅ

E主 EAよ、A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E 爾 EAのA

せい

E聖 EAなるA

ふっかつ

E復活 EAに A

き  

E歸 E Aす。 

A

しゅさい

E主宰 E Aハリストスよ、 A

なんじ

E 爾 E Aは A

み  

E身E Aにて A

あまん

E 甘 E Aじて A

まつ

E松 E Aと A

つ げ

E黄楊樹E Aと A

はくこうぼく

E柏香木 E Aとに A

あ  

E擧E Aげられしに A

よ  

E因E Aりて、リワン

のA

はくこうぼく

E柏香木 EAをA

くだ

E摧 EAくA

ごと

E如 EAく、A

しょみん

E諸民 EAのA

おごり

E 驕 EAをA

やぶ

E壞 EAりA

たま

E給 EAへり。 

附唱、A

しゅ

E主 EAよ、A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E 爾 EAのA

せい

E聖 EAなるA

ふっかつ

E復活 EAに A

き  

E歸 E Aす。 

ハリストスよ、A

か れ ら

E彼等EAA

なんじ

E 爾 EAをA

い き

E氣息EAなきA

し し ゃ

E死者EAとしてA

いと

E最 EAA

ふか

E深 EAきA

あな

E坎 EAにA

お  

E置E Aきたれども、A

なんじ

E 爾 EAはA

きず

E傷 EAつけられて、A

なんじ

E 爾 EAのA

きず

E傷 E

AにA

よ  

E因E AりてA

はか

E墓 EAにA

い  

E寢E AぬるA

わす

E遺 EAれられたるA

し し ゃ

E死者EAを A

なんじ

E 爾 EAとA

とも

E偕 EAにA

ふっかつ

E復活 EAせしめA

たま

E給 EAへり。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々に、アミン 

    生神女讃詞 

A

いさぎよ

E 潔 E Aき A

どうてい

E童貞 E AA

じょ

E女 E Aよ A

なんじ

E 爾 E Aを A

たの

E頼 E Aむ A

もの

E者 E Aを A

しょ

E諸 E AA

てき

E敵 E Aの A

こうげき

E攻撃 E Aより A

まも

E護 E Aりて、 A

これ

E之 E Aに A

へいあん

E平安 E Aを A

たま

E賜 E Aはんことを A

なんじ

E 爾 E Aの A

こ  

E子E AA

およ

E及 E Aび A

しゅ

E主 E A

にA

いの

E祈 EAりA

たま

E給 EAへ。 

    

   第六歌頌 

イルモス、A

わ れ

E我EAA

つ み

E罪EAのA

ふ ち

E淵EAにA

お ぼ

E溺EAれて、A

な ん じ

E爾EAがA

あわれみ

E憐EAのA

は か

E量EAりA

が た

E難EAきA

ふ ち

E淵EAにA

よ  

E呼EAぶ、A

か み

E神EAよ、A

わ れ

E我EAをA

ほ ろ び

E淪滅EAよりA

ひ  

E引EAきA

あ  

E上EAげA

た ま

E給EAへ。 

 
 

附唱、A

しゅ

E主 EAよ、A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E 爾 EAのA

せい

E聖 EAなるA

ふっかつ

E復活 EAに A

き  

E歸 E Aす。 

A

ぎ し ゃ

E義者EAはA

はんざいしゃ

E犯罪者 EAのA

ごと

E如 EAくA

ていざい

E定罪 EAせられ、A

はんざいしゃ

E犯罪者 EAとA

とも

E偕 EAにA

き  

E木E AにA

てい

E釘 EAせられて、A

おのれ

E 己 EAのA

ち  

E血E AにA

よ  

E由E AりてA

ざ い か

E罪過EAあ 

 
第５歌頌





ハリス

 



トス





か





-





み

 



よ、





なん





じ





は

 



神と人との仲保者と
なかだち



 



な

 



れ

 



-

 



り

 



主





宰





よ、





我等は



爾





に

 



よ





り





て



  



無知の



や

 



み

 



よ





-



り

   



光
ひかり





の

 



素
もと



なる



爾の

 



父に

 

 
つ





就く



を



得た





れ





ば

 



な





り

 

 
第６歌頌



我





罪





の

 



淵に



お

 



ぼ

 



れ





て

  
なんじ



爾が



憐
あわ





れみの

 
はか がた



量り難き淵に
ふち



  



呼

  



ぶ

 



か





み





よ

 



わ

 



れ





を

 
ほろ



滅びより



引き

 



あ



げ





た

 



ま





え
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るA

もの

E者 EAにA

ゆるし

E 赦 EAをA

たま

E賜 EAふ。 

附唱、A

しゅ

E主 EAよ、A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E 爾 EAのA

せい

E聖 EAなるA

ふっかつ

E復活 EAに A

き  

E歸 E Aす。 

A

むかし

E 昔 EAA

ひ と り

E一人EAA

だいいち

E第一 EAのアダムにA

よ  

E由E AりてA

し  

E死E AはA

よ  

E世E Aに A

い  

E入E Aり、A

また

E又 EAA

ひ と り

E一人EAA

かみ

E神 EAのA

こ  

E子E AにA

よ  

E由E AりてA

ふっかつ

E復活 EAはA

あらわ

E 顕 EAれたり。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々に、アミン 

    生神女讃詞 

A

どうてい

E童貞 EAA

じょ

E女 E Aよ、 A

なんじ

E 爾 E Aは A

おっと

E 夫 EAを A

し  

E識E Aらずして A

う  

E生E Aみ、 A

また

E又 EAA

えいえん

E永遠 E Aに A

どうてい

E童貞 E AA

じょ

E女 E Aに A

とど

E止 EAまりて、 A

なんじ

E 爾 E Aの A

こ  

E子E AA

およ

E及 EAび A

かみ

E神 E AのA

まこと

E 眞 E AのA

しんせい

E神性 E A

のA

し る し

E印象EAをA

あらわ

E 顯 EAす。 

◇小連祷 

 

   小讃詞、第二調。 

A

ぜんのう

E全能 EAのA

きゅうせいしゅ

E 救世主 EAよ、A

なんじ

E 爾 EAA

はか

E墓 EAよりA

ふっかつ

E復活 EAせしに、A

じ ご く

E地獄EAはA

き せ き

E奇蹟EAをA

み  

E見E AてA

おのの

E 慄 EAき、A

し し ゃ

E死者EAはA

お  

E起E Aき、A

ぞうぶつ

E造物 EAはA

み  

E見E AてA

なんじ

E 爾 EAとA

とも

E偕 E

AにA

よろこ

E 喜 EAび、アダムはA

とも

E共 EAにA

たの

E樂 EAしみ、A

わ  

E我E AがA

きゅうせいしゅ

E 救 世主 EAよ、A

せ か い

E世界EAはA

つね

E常 EAにA

なんじ

E 爾 EAをA

ほ  

E讃E AめA

うた

E歌 EAふ。 

   ＜同讃詞 省略＞ 

 

   第七歌頌 

イルモス、 A

ふ ほ う

E不法 E Aなる A

しいたげびと

E虐者 E Aの A

か み

E神E Aに A

も ど

E戻E Aる A

め い れ い

E命令 E Aは A

た か

E高E Aき A

ほのお

E焔E Aを A

お こ

E起 E Aしたれども、 A

ほ  

E讃 E Aめ A

う た

E歌 E Aはるるハリストスは A

け い け ん

E敬虔 E Aの A

し ょ う し ゃ

E少者 E A

にA

ぞ く し ん

E屬神 EAの A

つ ゆ

E露EAをA

く だ

E降EAしA

た ま

E給EAへり。（楽譜は次ページ） 

 

 

附唱、A

しゅ

E主 EAよ、A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E 爾 EAのA

せい

E聖 EAなるA

ふっかつ

E復活 EAに A

き  

E歸 E Aす。 

A

しゅさい

E主宰 EAよ、A

なんじ

E 爾 EAはA

じ れ ん

E慈憐EAにA

よ  

E由E AりてA

ひと

E人 EAのA

し  

E死E AにA

くる

E苦 EAしめらるるをA

み  

E見E AるにA

しの

E忍 EAびずして、A

ひと

E人 EAとA

な  

E爲E Aり、A

きた

E來 EAりて、A

なんじ

E 爾 EAのA

ち  

E血E

AをA

もっ

E以 EAてA

これ

E之 EAをA

すく

E救 EAひA

たま

E給 EAへり、A

なんじ

E 爾 EAはA

わ  

E我E AがA

せ ん ぞ

E先祖EAのA

さ ん び

E讃美EAA

さんえい

E讃榮 EAせらるるA

かみ

E神 EAなればなり。 

附唱、A

しゅ

E主 EAよ、A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E 爾 EAのA

せい

E聖 EAなるA

ふっかつ

E復活 EAに A

き  

E歸 E Aす。 

ハリストスよ、A

じ ご く

E地獄EAのA

かどもり

E門衞 EAはA

なんじ

E 爾 EAがA

ふくしゅう

E 復 讐 EAのA

ころも

E 衣 EAをA

き  

E衣E AたるをA

み  

E見E AてA

おそ

E懼 EAれたり、A

けだし

E 蓋 EAA

なんじ

E 爾 EAA

しゅさい

E主宰 EAはA

きょうぼう

E 狂 暴 EAのA

ざんぎゃくしゃ

E 殘虐者 E

AたるA

ど れ い

E奴隷EAをA

ころ

E殺 EAさんA

ため

E爲 EAにA

きた

E來 EAりA

たま

E給 EAへり、A

なんじ

E 爾 EAはA

わ  

E我E AがA

せ ん ぞ

E先祖EAのA

さ ん び

E讃美EAA

さんえい

E讃榮 EAせらるるA

かみ

E神 EAなればなり。    

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々に、アミン 

 
第７歌頌


ふほう



不法



な



る
しいたげび



虐者

 
と



の

 



神にもとる



命
めい





-

  



令
れい





は

 



た





か





き



  



焔
ほのほ



を

 



起こし



た





れ

  



ど



も

 
ほ





讃め歌わ



る





る





ハリ

 



ス



トス





は



  
けいけん



敬虔の



少


しょう

 



者
しゃ





に

 



属


ぞくしん





神°



の

 



露
つゆ





を

 
くだ



降





し

 



た





ま



え

 



り
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    生神女讃詞 

A

む て ん

E無玷EAなるA

どうてい

E童貞 EAA

じょ

E女 EA、A

よ め

E聘女EAならぬA

はは

E母 EAよ、A

わ れ ら

E我等EAA

なんじ

E 爾 EAをA

ひとり

E 獨 EAA

へんえき

E變易 EAなきA

かみ

E神 EAをA

う  

E生E AみしA

もの

E者 EAとして、A

せいしゃ

E聖者 EAのA

うち

E中 EAにA

いた

E至 EAりてA

せい

E聖 E

AなるA

もの

E者 EAなりとA

し  

E識E Aる、A

けだし

E 蓋 EAA

なんじ

E 爾 EAはA

しんせい

E神聖 EAなるA

なんじ

E 爾 EAのA

さん

E産 EAにてA

しゅう

E 衆 EAA

しんじゃ

E信者 EAにA

ふきゅう

E不朽 EAをA

なが

E流 EAしA

たま

E給 EAへり。 

    

第八歌頌 

イルモス、A

むかし

E昔 EAワワィロンの A

ひ  

E火EAのA

いろり

E爐EAはA

か み

E神EAの A

め い

E命EAによりて A

そ の

E其EAA

いきおい

E勢 EAを A

わ か

E分EAち、ハルデイを A

こ が

E焦EAして、A

し ん じ ゃ

E信者 EAを A

す ず

E凉EAしくせり、A

し ゅ

E主EAの A

ことごと

E悉 E

Aくの A

ぞ う ぶ つ

E造物 EAはA

し ゅ

E主EAをA

あ が

E崇EAめ A

ほ  

E讃EAめよと A

う た

E歌EAへばなり。（楽譜は次ページ） 

 
 

 
 

附唱、A

しゅ

E主 EAよ、A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E 爾 EAの A

せい

E聖 EAなるA

ふっかつ

E復活 EAに A

き  

E歸E Aす。 

ハリストスよ、A

て ん し

E天使EAのA

ひ ん い

E品位EAはA

なんじ

E 爾 EAのA

にくたい

E肉體 EAのA

ころも

E 衣 EAがA

なんじ

E 爾 EAのA

ち  

E血E AにてA

あか

E赤 EAみたるをA

み  

E見E AてA

おのの

E 慄 EAき、A

なんじ

E 爾 EAのA

おおい

E 大 EAなるA

かんにん

E寛忍 E

AにA

おどろ

E 驚 EAきてA

よ  

E呼E Aべり、A

しゅ

E主 EAのA

ことごと

E 悉 EAくのA

ぞうぶつ

E造物 EAはA

しゅ

E主 EAをA

あが

E崇 EAめA

ほ  

E讃E Aめよ。 

附唱、A

しゅ

E主 EAよ、A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E 爾 EAの A

せい

E聖 EAなるA

ふっかつ

E復活 EAに A

き  

E歸E Aす。 

A

じ れ ん

E慈憐EAなるハリストスよ、A

なんじ

E 爾 EAはA

おのれ

E 己 EAのA

ふっかつ

E復活 EAをA

もっ

E以 EAてA

われ

E我 EAのA

し  

E死E AにA

ぞく

E屬 EAするA

せい

E性 EAにA

ふ し

E不死EAをA

き  

E衣E AA

たま

E給 EAへり。A

ゆえ

E故 EAにA

えらび

E 選 EAをA

こうむ

E 蒙 EAり

たるA

たみ

E民 EAはA

かんしゃ

E感謝 EAしてA

なんじ

E 爾 EAをA

ほ  

E讃E AめA

うた

E歌 EAひ、A

たのし

E 樂 EAしみてA

なんじ

E 爾 EAにA

よ  

E呼E Aぶ、A

じつ

E實 EAにA

し  

E死E AはA

かち

E勝 EAにA

の  

E呑E Aまれたり。 

父と子と聖神の一なる神を讃め揚げん、今も何時も世々に、アミン 

   生神女讃詞 

A

しじょう

E至淨 E Aなる A

かみ

E神 E Aの A

ぼ  

E母E Aよ、 A

なんじ

E 爾 E Aは A

ちち

E父 E Aに A

わか

E別 E Aれざる A

もの

E者 E Aを A

たね

E種 E Aなく A

たいない

E胎内 E Aに A

はら

E孕 E Aみて、 A

い  

E言E Aひ A

がた

E難 E Aく A

う  

E生E Aみ A

たま

E給 E Aへり。 A

ゆえ

E故 E AにA

わ れ ら

E我等E A

はA

なんじ

E 爾 EAをA

われ

E我 EAA

しゅう

E 衆 EAのA

すくい

E 救 EAとA

みと

E認 EAむ。 

    

【生神女の歌】歌う 

我が心は主を崇め、我が霊は神我が救主を悦ぶ。 

 
第８歌頌



む





か





し





バ





ビ



ロン





の





火





の

 



い





ろ

 



り





は

  



神
かみ





の


めい





命に



よりて



  



その勢いを



わ

 



か

 



-





ち

  



ハルデイ





を





焦
こ





が

 



し



て

 



信者を



  



涼しく

 



せ

 



-





り

  



主の悉
ことごと

 



く





の





造
ぞう

 



物
ぶつ

 



は





  
あが



主を崇め讃めよと
ほ





歌





え





ば





な

 



-



り
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（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え、貞操を破らずに神ことばを生みし実の生神女

たる爾を崇め讃む。 

第２句 その婢の卑しきを顧み給へり、今より萬世我を福なりと言はん、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第３句 AE権能 E

ちから

Aを持ち給へるものは、我が為に大なる事を為せり、 

其の名は聖なり、其の憐れみは世世 彼を畏るる者に臨まん 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第４句 其の肘の力を表して、心の驕れるものを散らし給へり、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第５句  権ある者を位より斥け、卑しき者を上げ、飢うる者を善に飽かせ、富める者をむなしく帰らせ

給へり。 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第６句  其の僕、イズライリを納れて、我が先祖に告げしが如く、 

アウラアムと其の裔を世世に憐れむ事を記憶し給へり、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

   第九歌頌 

イルモス、A

な  

E無E AA

げ ん

E原E AのA

ち ち

E父 E AのA

こ  

E子E A、A

か み

E神E AとA

し ゅ

E主E Aは、A

ど う て い

E童貞EAA

じ ょ

E女E Aより A

じ ん た い

E人體EAをA

と  

E取E Aり、A

わ れ ら

E我等EAにA

あらわ

E現 EAれて、A

く ら

E眛E AまされしA

も の

E者 E AをA

あ  

E明 E Aかし、A

ち  

E散E

AらされしA

も の

E者 E Aを A

あ つ

E集E AめA

た ま

E給E Aへり。A

ゆ え

E故E AにA

わ れ ら

E我等EAA

さ ん び

E讃美EAたるA

しょうしんじょ

E生神女E AをA

あ が

E崇E AめA

う た

E歌 E Aふ。 

 

 

附唱、A

しゅ

E主 EAよ、A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E 爾 EAのA

せい

E聖 EAなるA

ふっかつ

E復活 EAに A

き  

E歸 E Aす。 

 
第９歌頌


むげん



無原の



父
ちち





の





子

 



神
かみ





と

  



主

 



は

  



童貞
どうてい



女
じょ



よ





り

 



人体



を



取





り

  



我等に



現

  



わ

 



れ



て

  
くら



昧まされし





者





を





明





か

 



し

  



散らされ者を



集めた

 



ま

 



え





り

 



故





に



我





れ





等


さんび



讃美たる



  
しょうしんじょ





生神女を

 



あ





が





め





う





た

 



-



う
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ハリストス A

きゅうせいしゅ

E 救世主 E Aよ、 A

なんじ

E 爾 E Aの A

しじょう

E至淨 E Aなる A

じゅうじか

E十字架E Aの A

み え

E三重E Aに A

そ ん き

E尊貴E Aなる A

き  

E木E Aは A

ち ど う

E地堂E Aに A

お  

E於E Aけるが A

ごと

E如 E Aく A

されこうべ

E 觸 髏 E AのA

ところ

E 處 E A

にA

う  

E植E Aえられ、A

しんせい

E神聖 EAなるA

いずみ

E 泉 EAよりするがA

ごと

E如 EAくA

なんじ

E 爾 EAのA

わき

E脅 EAのA

しんせい

E神聖 E AなるA

ち  

E血E AとA

みず

E水 EAとにA

うるお

E 濕 EAされて、 A

わ れ ら

E我等EAのA

ため

E爲 EAにA

い の ち

E生命E A

をA

しょう

E 生 EAじたり。 

附唱、A

しゅ

E主 EAよ、A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E 爾 EAのA

せい

E聖 EAなるA

ふっかつ

E復活 EAに A

き  

E歸 E Aす。 

A

ぜんのうしゃ

E全能者 EAよ、A

なんじ

E 爾 EAはA

じゅうじか

E十字架E AにA

あ  

E上E Aげられて、A

ゆう

E有 EAA

けん

E權 EAA

しゃ

E者 EAをA

おと

E墜 EAし、A

しも

E下 EAにA

け ん ご

E堅固EAなるA

じ ご く

E地獄EAにA

ふ  

E伏E AしたるA

ひと

E人 EAの A

せい

E性 EAをA

あ  

E擧E Aげて、A

ちち

E父 E

AのA

ほ う ざ

E寶座EAにA

ざ  

E坐 E Aせしめたり。A

わ れ ら

E我等EAA

ちち

E父 EAとA

とも

E偕 EAにA

なんじ

E 爾 EAA

また

E還 EAA

きた

E來 EAらんとするA

しゅ

E主 EAにA

ふくはい

E伏拜 EAしてA

あが

E崇 EAめA

うた

E歌 EAふ。   

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々に、アミン 

 聖三者讃詞 

A

わ れ ら

E我等EAA

しんじゃ

E信者 EAはA

さん

E三 E AA

い  

E位E Aなる A

ゆいいつしゃ

E惟一者 EA、A

いつせい

E一性 E Aの A

さんしゃ

E三者 EAを A

しんせい

E眞正 E AにA

うた

E歌 EAひて、A

わか

E分 EAれざるA

し せ い

E至聖E AなるA

せい

E性 EAA

たい

E體 EA、A

さん

E三 E AA

みょう

E 妙 EAのA

く  

E暮E Aれざ

るA

ひ  

E日E A、A

どくいつ

E獨一 EAA

えいざい

E永在 EAにして、A

ひかり

E 光 EAをA

わ れ ら

E我等EAにA

かがや

E 輝 EAかししA

かみ

E神 EAをA

さんえい

E讃榮 EAす。 

 

→通常部分へ戻る P29 

◇ 小聯祷 

「主我等の神は聖なり」 

【差遣詞】 
 

２調【讃揚歌とスティヒラ】 

【凡そ呼吸ある者】 
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→通常部分 P31に戻る 【大頌栄】を歌う 

【定規のトロパリ】 

【重連祷、増連祷】 早課の終わり。発放詞。 
 

一時課 
＜一時課の変更箇所は、トロパリ、コンダクのみ＞ 
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スボタ晩 課 
【首唱(103)聖詠】「我が霊や」、【大連祷】 
【カフィズマ】第一段「悪人の謀」歌う、 
【小連祷】 

３調  

「主や、爾によぶ」主日３調［時課経P182］ 

 

◇時課経 P180「主や我が口に」～P183「･･･強ければなり」まで省略 

 
句、

わ  

我が
たましい

靈 を
ひとや

獄より
ひ

引き
いだ

出して、
われ

我に
なんじ

爾の
な

名を
さんえい

讃榮せしめ
たま

給へ。 

ハリストス
きゅうせいしゅ

救世主よ、
なんじ

爾の
じゅうじか

十字架にて
し

死の
けん

權は
ほろぼ

滅され、
あくま

悪魔の
いざない

誘惑は
むな

空しくせられ 

たり。
しん

信を
もつ

以て
すく

救はるる
ひと

人の
やから

族は
つね

恒に
うた

歌を
なんじ

爾に
たてまつ

奉 る。 

句、
なんじ

爾
おん

恩を
われ

我に
たま

賜はん
とき

時、
ぎじん

義人は
われ

我を
めぐ

環らん。 
しゅ

主よ、
なんじ

爾の
ふっかつ

復活にて
ばんゆう

萬有は
てら

照され、
らくえん

樂園は
ふたたび

再
ひら

開かれたり。
ことごと

悉 くの
ぞうぶつ

造物は
なんじ

爾を
ほ

讃め
あ

揚げて、
つね

恒に
うた

歌

32



E爾 E Aに A

たてまつ

E奉 E Aる。 を
なんじ

句、 A

しゅ

E主 E Aよ、 A

われ

E我 EAA

ふか

E深 EAき A

ところ

E處 E Aより A

なんじ

E爾 E Aに A

よ

E呼 EAぶ。 A

しゅ

E主 E Aよ、 A

わ  

E我が EAA

こえ

E聲 E Aを A

き

E聽 EAき A

たま

E給 EAへ。 

A

われ

E我 EAは A

ちち

E父 E AA

およ

E及 EAび A

こ

E子 EAの A

ちから

E能力 EAを A

あが

E崇 EAめ。A

せいしん

E聖神 EAの A

けん

E權 EAを A

うた

E歌 EAひ、A

わか

E分 EAれず A

つく

E造 EAられざる A

しんせい

E神性 EA、A

いったい

E一體 EAの A

さんしゃ

E三者 EA、A

よよ

E世世 E Aに A

おう

E王 EAたる A

もの

E者 E Aを A

ほ

E讃 E

Aめ A

あ

E揚 EAぐ。 

   又アナトリイのA

スティヒラ

E讃頌E A、同調。 

句、A

ねが

E願EAはくはA

なんじ

E爾E AのA

みみ

E耳EAはA

わ  

E我がEAA

いのり

E祷E AのA

こえ

E聲EAを A

き

E聽EAきA

い

E納EAれん。 

ハリストスよ、A

われ

E我EAA

ら

E等EAA

なんじ

E爾E Aの A

とうと

E尊 E AきA

じゅうじか

E十字架EAにA

ふくはい

E伏拜EAし、A

なんじ

E爾E AのA

ふっかつ

E復活EAをA

かしょう

E歌頌EAA

さんえい

E讃榮EAす、A

けだし

E蓋E AA

なんじ

E爾E AのA

きず

E傷EAにA

よ

E因EAりてA

われ

E我EAA

ら

E等EAA

みな

E皆EAA

いや

E癒EAさ

れたり。 

句、A

しゅ

E主EAよ、 A

も

E若 EAしA

なんじ

E爾E AA

ふほう

E不法E AをA

ただ

E糾EAさば、 A

しゅ

E主EAよ、A

たれ

E孰E AかA

よ

E能EAくA

た

E立 EAたん。 A

しか

E然E AれどもA

なんじ

E爾E AにA

ゆるし

E赦E Aあり、A

ひと

E人 E AのA

なんじ

E爾E AのA

まえ

E前EAにA

つつし

E敬E Aま

んA

ため

E爲 EAなり。 

A

われ

E我EAA

ら

E等EAはA

どうていじょ

E童貞女EAよりA

み

E身EAをA

と

E取EAりしA

きゅうせいしゅ

E救世主E AをA

うた

E歌EAふ、A

けだし

E蓋E AA

われ

E我E AA

ら

E等 EAのA

ため

E爲EAにA

じゅうじか

E十字架EAにA

てい

E釘EAせられ、A

みっかめ

E三日目EAにA

ふっかつ

E復活EAして、A

われ

E我EAA

ら

E等E

AにA

おおい

E大 E AなるA

あわれみ

E憐E AをA

たま

E賜 EAへり。 

句、A

われ

E我EAA

しゅ

E主 EAをA

のぞ

E望EAみ、A

わ  

E我がEAA

たましい

E靈E AA

しゅ

E主EAをA

のぞ

E望EAみ、A

われ

E我E AA

かれ

E彼 EAのA

ことば

E言E AをA

たの

E恃E Aむ。 

ハリストスはA

くだ

E降EAりて、A

じごく

E地獄EAにA

あ

E在EAるA

もの

E者EAにA

ふくいん

E福音EAしてA

い

E曰EAへり、A

いさ

E勇EAめよ、A

いま

E今EAA

か

E勝EAてり、A

われ

E我 EAはA

ふっかつ

E復活EAなり、A

われ

E我EAA

し

E死EAのA

もん

E門EAをA

やぶ

E破E

Aりて、A

なんじ

E爾 E AA

ら

E等EAをA

ひ

E引EAきA

あ

E上EAげん。 

句、A

わ  

E我がEAA

たましい

E靈E AA

しゅ

E主EAをA

ま

E待EAつこと、A

ばんにん

E番人EAのA

あさ

E旦EAをA

ま

E待 EAち、A

ばんにん

E番人EAのA

あさ

E旦EAをA

ま

E待EAつよりA

はなはだ

E甚E Aし。 

ハリストスA

かみ

E神EAよ、A

われ

E我EAA

ら

E等 EAA

なんじ

E爾 E AのA

しじょう

E至淨EAなるA

いえ

E家 EAにA

た

E立EAつにA

た

E堪E AへざるA

もの

E者EAはA

くれ

E晩EAの A

うた

E歌EAをA

たてまつ

E奉E Aりて、A

ふか

E深E AきA

こころ

E心E AよりA

よ

E籲EAぶ、A

なんじ

E爾E A

のA

みっかめ

E三日目EAのA

ふっかつ

E復活EAにてA

せかい

E世界EAをA

てら

E照EAししA

ひと

E人 EAをA

あい

E愛 EAするA

しゅ

E主EAよ、 A

なんじ

E爾E AのA

たみ

E民 EAをA

なんじ

E爾E AのA

しょてき

E諸敵EAのA

て

E手EAよりA

のが

E脱EAれしめA

たま

E給EAへ。 

句、A

ねが

E願EAはくはイズライリはA

しゅ

E主 EAをA

たの

E恃EAまん、A

けだし

E蓋E AA

あわれみ

E憐E AはA

しゅ

E主E Aにあり、A

おおい

E大E AなるA

あがない

E贖E AもA

かれ

E彼EAにあり、A

かれ

E彼E AはイズライリをA

その

E其E

AA

ことごと

E悉E AくのA

ふほう

E不法EAよりA

あがな

E贖E Aはん。 

A

どうていじょ

E童貞女EAよ、A

われ

E我EAA

なにごと

E何事EAにA

あ

E遇EAひてもA

なんじ

E爾 E Aの A

しんせい

E神聖EAなるA

おんちょう

E恩寵E AをA

よ

E呼 EAぶA

もの

E者EAにA

じれん

E慈憐EAをA

た

E垂EAれて、A

すみやか

E速E AにA

き

E聽EAきA

たま

E給EAへ、A

けだし

E蓋E AA

わ  

E我がEAA

たましい

E靈E

AのA

のぞみ

E望 E AをA

いっさい

E一切EAA

なんじ

E爾E AにA

お

E負 EAはせたり。A

われ

E我 EAA

ばんじ

E萬事EAにA

おい

E於EAてA

なんじ

E爾 E AのA

しんせい

E神聖EAなるA

おもんばかり

E慮 E Aを A

たの

E恃EAむ、A

なんじ

E爾E AA

われ

E我EAにA

しょうらい

E將來E AのA

こうえい

E光榮EAA

およ

E及EAびA

しんせい

E神聖EAな

るA

いのち

E生命EAをもA

え

E獲EAしめA

たま

E給EAへ。 

句、A

ばんみん

E萬民EAよ、A

しゅ

E主EAをA

ほ

E讃EAめA

あ

E揚EAげよ、A

ばんぞく

E萬族EAよ、A

かれ

E彼EAをA

あが

E崇 EAめA

ほ

E讃 EAめよ。 

A

しょうしんじょ

E生神女E Aよ、A

わ  

E我がEAA

しょ

E諸 EAA

よく

E慾E AのA

すみ

E炭E AはA

われ

E我E AのA

うち

E中E AにA

も

E燃EAえたり。A

いの

E祈EAる、A

じょさい

E女宰EAよ、A

いかり

E怒E AとA

いきどおり

E憤E A、A

ちんめん

E沉湎EAとA

じゃいん

E邪淫EA、A

たんらん

E貪婪EAとA

がんこ

E頑固EA、A

おこたり

E怠惰E

AとA

もだえ

E煩悶EA、A

きょうまん

E驕慢E AとA

りょうしん

E良心E AにA

もと

E戻EAることよりA

わ

E吾EAがA

たましい

E靈E Aを A

のが

E脱EAれしめて、A

われ

E我EAをA

すく

E救E 

ひ A

たま

E給 EAへ。 

句、A

けだし

E蓋E AA

かれ

E彼EAが A

われ

E我EAA

ら

E等EAにA

ほどこ

E施E Aす A

あわれみ

E憐E AはA

おおい

E大E Aなり、A

しゅ

E主EAのA

しんじつ

E眞實EAはA

なが

E永E AくA

そん

E存E Aす。 

A

われ

E我E AA

ら

E等EAA

みな

E皆 E AA

いさぎよ

E潔E Aき A

りょうしん

E良心E Aを A

もつ

E以E Aて A

しょうしんじょ

E生神女E Aの A

まえ

E前E Aに A

ふふく

E俯伏E Aして、 A

こころ

E心E Aの A

うち

E内E Aより A

た

E絶E Aえず A

よ

E呼 EAばん、 A

せい

E聖E AなるA

じょさい

E女宰E Aよ、A

われ

E我E AA

ら

E等EAA

しゅう

E衆E A
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をA

いかり

E愠怒EAと A

うらみ

E忿恨EA、A

わざわい

E災禍EAと A

いざない

E誘惑EAよりA

すく

E救EAひA

たま

E給E Aへ。 A

けだし

E蓋E AA

われ

E我EAA

ら

E等EAはA

なんじ

E爾E AをA

かき

E垣墻EAA

およ

E及E AびA

かため

E保固EAとしてA

え

E獲EAて、A

なんじ

E爾E AのA

おおい

E帲幪EAのA

した

E下EAにA

はし

E趨E A

りA

つ

E附EAきて、A

なんじ

E爾 E AにA

よ

E依EAりてA

すく

E救 EAはる。    

 

◇「聖にして福たる」を歌う 

 
 

→通常部分（P7/8「聖にして福たる」へ戻る 

 

【スボタのポロキメン】（６調）第９２聖詠１―５ 

重連祷 
誦経「主や我等を守り」 
増連祷 
（増連祷が終わったら） 
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３調 挿句のスティヒラ 

U○挿句に主日の讃頌、第三調。 

A

おのれ

E己 E Aの A

くるしみ

E苦 E Aにて A

ひ

E日 EAを A

くら

E晦 EAくし、A

おのれ

E己 E Aの A

ふっかつ

E復活 EAの A

ひかり

E光 E Aにて A

ばんぶつ

E萬物 EAを A

てら

E照 EAししハリストス、A

ひと

E人 E Aを A

いつくし

E慈 E Aむ A

しゅ

E主 E Aよ、A

われ

E我 EAA

ら

E等 EAの A

くれ

E晩 E Aの A

うた

E歌 E

Aを A

い

E納 EAれ A

たま

E給 EAへ。 

   他の A

スティヒラ

E讃頌 E  

句、 A

しゅ

E主 E Aは A

おう

E王 EAたり、 A

かれ

E彼 E Aは A

いげん

E威嚴 EAを A

き

E衣 EAたり。 

A

しゅ

E主 EAよ、A

なんじ

E爾 E Aが A

いのち

E生命 EAを A

ほどこ

E施 E Aす A

ふっかつ

E復活 EAは A

ぜんせかい

E全世界 EAを A

てら

E照 EAして、A

なんじ

E爾 E Aの A

く

E朽 EAちたる A

ぞうぶつ

E造物 EAを A

おこ

E興 EAせり。A

ゆえ

E故 E Aに A

われ

E我 EAA

ら

E等 EAアダムの A

のろい

E詛 E Aを A

だつ

E脱 E

Aして A

よ

E呼 EAぶ、 A

ぜんのう

E全能 EAの A

しゅ

E主 E Aよ、 A

こうえい

E光榮 EAは A

なんじ

E爾 E Aに A

き

E歸 EAす。 

句、 A

ゆえ

E故 E Aに A

せかい

E世界 EAは A

けんご

E堅固 EAにして A

うご

E動 EAかざらん。 

A

なんじ

E爾 E Aは A

へんえき

E變易 EAせざる A

かみ

E神 EAにして、A

み

E身 EAにて A

くるしみ

E苦 E Aを A

う

E受 EAけて A

へんえき

E變易 EAせり。A

ぞうぶつ

E造物 EAは A

なんじ

E爾 E Aが A

じゅうじか

E十字架 E Aに A

かか

E懸 EAれるを A

み

E見 EAるに A

た

E堪 EAへず

して、A

おそれ

E恐懼 EAに A

よ

E由 EAりて A

へん

E變 EAじ、A

たんそく

E欺息 EAして A

なんじ

E爾 E Aの A

ごうにん

E恒忍 EAを A

ほ

E讃 EAめ A

あ

E揚 EAげたり。A

なんじ

E爾 E Aは A

じごく

E地獄 EAに A

くだ

E降 E Aり、A

みっかめ

E三日目 EAに A

ふっかつ

E復活 EAして、A

せかい

E世界 E

Aに A

いのち

E生命 EAと A

おおい

E大 E Aなる A

あわれみ

E憐 E Aとを A

たま

E賜 EAへり。 

句、 A

しゅ

E主 E Aよ、 A

せい

E聖 EAA

とく

E徳 EAは A

なんじ

E爾 E Aの A

いえ

E家 EAに A

ぞく

E屬 EAして A

えいえん

E永遠 EAに A

いた

E至 EAらん。 

ハリストスよ、A

なんじ

E爾 E Aは A

わ  

E我が EAA

やから

E族 E Aを A

し

E死 EAより A

すく

E救 E Aはん A

ため

E爲 EAに A

し

E死 EAを A

しの

E忍 EAび、A

みっかめ

E三日目 EAに A

し

E死 EAより A

ふっかつ

E復活 EAして、A

なんじ

E爾 E Aを A

かみ

E神 E Aと A

しきにん

E識認 EAせ

し A

もの

E者 E Aを A

おのれ

E己 E Aと A

とも

E偕 EAに A

ふっかつ

E復活 EAせしめて、 A

せかい

E世界 EAを A

てら

E照 EAし A

たま

E給 EAへり。 A

しゅ

E主 EAよ、 A

こうえい

E光榮 EAは A

なんじ

E爾 E Aに A

き

E歸 EAす。 

   光榮、今も、生神女讃詞。 

A

なんじ

E爾 E Aは A

たね

E種 E Aなく A

せいしん

E聖神 EAに A

よ

E由 EAりて、A

ちち

E父 EAの A

むね

E旨 E Aを A

もつ

E以 EAて、A

かみ

E神 EAの A

こ

E子 EA、A

よ

E世 EAの A

な

E無 EAき A

さき

E先 E Aに A

はは

E母 EAなく A

ちち

E父 E Aより A

うま

E生 EAれし A

もの

E者 E Aを A

はら

E妊 EAみ、A

われ

E我 EAA

ら

E等 EAの A

ため

E爲 E

Aに A

ちち

E父 E Aなく A

なんじ

E爾 E Aより A

あ

E在 EAりし A

もの

E者 EAを A

み

E身 EAにて A

う

E生 EAみ、 A

おさなご

E嬰 E Aたる A

もの

E者 EAを A

ち

E乳 EAにて A

やしな

E養 E Aへり。 A

かれ

E彼 E Aに A

われ

E我 EAA

ら

E等 EAの A

たましい

E靈 E Aを A

しょなん

E諸難 EAより A

のが

E脱 EAれ

しめんことを A

や

E息 EAめずして A

いの

E祷 EAり A

たま

E給 E Aへ。 

→通常部分 P10「シメオンの祝文」へ戻る 
 

 

「聖三祝文」「至聖三者」「天主経」 

司祭 A

けだし

E蓋E A国と権能と光栄は爾父と子と聖神°に帰す、今もA

いつ

E何時EAも世世に、 
（詠） 「アミン」 

「生神童貞女や、慶べよ」 

「願わくは主の名は崇めほめられ･･･・」 
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早 課 

来たれ･･･、【六段の聖詠】【大連祷】に続いて 

＜カフィズマ、セダレンは省略＞ 

 

３調 主は神なり、主日トロパリ  
主は神なり我等を照せり、主の名に依りて来る者は崇め讃めらる、 

（第１句） 主を尊み讃めよ、彼は仁慈にして其憐は世世にあればなり、 

（第２句） 彼等我を囲み我を環れども、我主の名を以て之を敗れり、 

（第３句） 我死せず、猶生きて主の行ふ所を伝へん、 

（第４句） 工師が棄てし所の石は屋隅の首石となれり、是主のなす所にして我等の目に奇異なりとす、 

 

→通常部分 P15 【ポリエレイ】「主の名を讃め揚げよ」 
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＜ポリエレイ後のセダレン、ネポロチニ省略＞ 
【復活のエフロギタリア】「主や爾は崇め讃める」 
 【小連祷】【アンティフォン】４調 

 

３調【アンティフォン】 

 
U品第詞、第三調。第一倡和詞U、毎句復唱す。 

 

A

ことば

E言 E Aよ． A

なんじ

E爾 E Aはシオンの A

とりこ

E虜 E Aをワワィロンより A

ひ

E引 EAき A

いだ

E出 EAせり、 A

われ

E我 EAをも A

しょ

E諸 EAA

よく

E慾 E Aより A

いのち

E生命 EAに A

ひ

E引 EAき A

よ

E寄 EAせ A

たま

E給 EAへ。 

A

みなみ

E南 E AA

かぜ

E風 EAの A

とき

E時 E Aに A

しんせい

E神聖 EAなる A

なみだ

E涙 E Aを A

もつ

E以 EAて A

ま

E播 EAく A

もの

E者 E Aは、 A

よろこび

E喜 E Aを A

もつ

E以 EAて A

えいせい

E永生 EAの A

ほ

E穂 EAを A

か

E刈 EAる。 

   光榮 （今も） 

A

せいしん

E聖神 EAには A

およそ

E凡 E Aの A

よ

E善 EAき A

たまもの

E賜 E Aは A

ぞく

E屬 EAす、A

けだし

E蓋 E AA

かれ

E彼 EAは A

ちち

E父 EAA

およ

E及 EAび A

こ

E子 EAと A

とも

E偕 EAに A

かがや

E輝 E Aき、A

ばんぶつ

E萬物 EAは A

かれ

E彼 EAに A

よ

E賴 EAりて A

う

E生 EAき A

かつ

E且 EAA

うご

E動 E Aく。   ＜

省略 今も、同上。＞ 

   第二A

アンティフォン

E倡和詞E A。 

A

も

E若E Aし A

しゅ

E主E AA

しょ

E諸E AA

とく

E徳 E Aの A

いえ

E家E Aを A

つく

E造E Aらずば A

われ

E我E AA

ら

E等E AA

いたずら

E徒E Aに A

ろう

E勞E Aす、 A

しゅ

E主E AA

たましい

E靈E Aを A

おお

E蔽E Aはんに、 A

たれ

E誰E Aも A

われ

E我E AA

ら

E等E Aの A

しろ

E城E Aを A

やぶ

E破E Aらざら

ん。A

せいしん

E聖神EAのA

はら

E腹 EAのA

み

E果E AたるA

しょ

E諸EAA

せいじん

E聖人EAは、A

ちち

E父EAのA

こ

E子EAなると A

ひと

E均EAしく、A

つね

E恒EAにA

なんじ

E爾E AハリストスのA

こ

E子EAなり。 

   光榮 

A

せいしん

E聖神EAに A

よ

E藉EAりてA

いっさい

E一切EAの A

せいじ

E聖事EA、A

いっさい

E一切EAのA

ちえ

E智慧EAはA

どうさつ

E洞察EAせらる、A

けだし

E蓋E AA

かれ

E彼EAにA

よ

E縁EAりてA

ばんぶつ

E萬物EAはA

せいぞん

E生存EAす。A

われ

E我EAA

ら

E等E AA

ちち

E父 EAA

およ

E及E

AびA

ことば

E言E AにA

お

E於 EAけるがA

ごと

E如EAくA

かれ

E彼 EAにA

つと

E務 EAめん、A

その

E其EAA

かみ

E神EAなればなり。 今も、同上。 

   第三A

アンティフォン

E倡和詞EA。 

A

しゅ

E主EAをA

おそ

E畏EAれてA

いましめ

E誡E AのA

みち

E道 EAをA

ゆ

E行E Aく A

もの

E者 EAは A

さいわい

E福E Aなり、A

いのち

E生命EAのA

しょか

E諸果EAをA

くら

E食EAはんとすればなり。 

A

ぼくしちょう

E牧師長EAよ、A

なんじ

E爾 E Aの A

しょし

E諸子EAが A

ぜんぎょう

E善業EAのA

えだ

E枝EAをA

も

E持EAちて、A

なんじ

E爾E AのA

せき

E席EAをA

めぐ

E環EAれるをA

み

E見E Aて、A

たの

E樂EAしめよ。 

   光榮 

A

せいしん

E聖神EAよりA

およそ

E凡E AのA

こうえい

E光榮EAのA

とみ

E富 EAはA

い

E出 E Aで、A

かれ

E彼EAよりA

およそ

E凡E AのA

ぞうぶつ

E造物EAにA

おんちょう

E恩寵EAとA

いのち

E生命EAとはA

たま

E賜EAはる。A

ゆえ

E故EAにA

かれ

E彼EAはA

ちち

E父EAA

およ

E及EAびA

ことば

E言 E

AとA

ひと

E齋EAしくA

うた

E歌EAはるるなり。 今も、同上 
 

U提綱、第三調 

 

A

しょみん

E諸民 EAに A

い

E言 EAふべし、 A

しゅ

E主 E Aは A

おう

E王 EAたり、 A

ゆえ

E故 E Aに A

せかい

E世界 EAは A

けんご

E堅固 EAにして A

うご

E搖 EAかざらん。 

句、 A

あらた

E新 E Aなる A

うた

E歌 EAを A

しゅ

E主 EAに A

うた

E歌 E Aへ、 A

ぜん

E全 EAA

ち

E地 EAよ、 A

しゅ

E主 EAに A

うた

E歌 EAへ。 
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→通常部分 P20 

 

【福音の読み】 

【福音後のスティヒラ】「ハリストスの復活を見て」 

輔祭 「神よ爾の大いなる憐れみによって」「主憐れめよ」12回 

 

３調 カノン  
 
U主日のカノン、第３調 

○主日の A

カノン

E規程 EA、第三調。 

第一歌頌 

イルモス、 A

むかし

E昔 EAA

しんみょう

E神妙 E Aの A

またたき

E瞬 E Aにて A

みず

E水 E Aを A

ひとつ

E一區 E Aに A

あつ

E匯 EAめ、 A

また

E又 E Aイズライリ A

じん

E人 E Aの A

ため

E爲 E Aに A

うみ

E海 E Aを A

わか

E分 EAちし A

もの

E者 E Aは、 A

こ

E是 E Aれ A

あが

E崇 EAめ A

ほ

E讃 E Aめらるる A

わ

E吾 E A

がA

かみ

E神 EAなり。A

われ

E我 EAA

ら

E等 EAA

ひとり

E獨 EAA

かれ

E彼 EAに A

うた

E歌 EAはん、A

かれ

E彼 EAA

こうえい

E光榮 EAをA

あらわ

E顯 EAしたればなり。 

 

 
附唱、A

しゅ

E主 E Aよ、 A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E爾 E AのA

せい

E聖 EAなる A

ふっかつ

E復活 EAに A

き

E歸 EAす。 


Zm


３調


諸民に言うべし、

  
主は王たり、

  
ゆ


え

 
に 世


か


い


は



   
堅固にし

  
て う

 
ご


か


ざ


らん。




第１歌頌

  



昔
むかし

 
しんみょう



 神妙の 


ま



瞬


た


た －





き





に





て

  



水を一区に
ひとつ





あ

 



つ





-

 



-





め



 



ま




た

 



イズライリ人のために海を



分

 



か





-



ち





し

 
もの



者





は



  
あが



これ崇め讃めらる
ほ



我が

  



か

 



み





な

 



り

 



我等一人彼に歌わん



 



か





れ



光

 



栄





を

 
あ ら





顕
わ

 



し





た





-



れ





ば





な





り
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A

つち

E土 E Aを A

ぎてい

E擬定 E Aして、 A

つみ

E罪 E Aを A

おか

E犯 E Aしし A

もの

E者 E Aの A

ため

E爲 E Aに A

あせ

E汗 E Aの A

み

E果 E Aとして A

いばら

E荊棘 E Aを A

いだ

E出 E Aすことを A

めい

E命 E Aぜし A

しゅ

E主 E A、 A

ほう

E法 E Aに A

もと

E戻 E Aる A

て

E手 E Aより A

み

E身 E Aに

て A

いばら

E荊棘 EAの A

かんむり

E冠 E Aを A

う

E受 EAけし A

もの

E者 EAは、 A

こ

E是 EAれ A

わ

E吾 EAが A

かみ

E神 E Aなり。 A

かれ

E彼 EAは A

のろい

E詛 E Aを A

ほろぼ

E滅 E Aし A

たま

E給 EAへり、 A

こうえい

E光榮 EAを A

あらわ

E顯 E Aしたればなり。 

附唱、A

しゅ

E主 E Aよ、 A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E爾 E AのA

せい

E聖 EAなる A

ふっかつ

E復活 EAに A

き

E歸 EAす。 

A

くるしみ

E苦 E Aに A

あずか

E與 E Aる A

い

E生 E Aける A

み

E身 EAを A

う

E受 E Aけしに A

よ

E因 EAりて A

し

E死 E Aを A

おそ

E懼 E Aれし A

もの

E者 E Aは、 A

し

E死 E Aに A

か

E勝 EAちて A

これ

E之 E Aを A

やぶ

E破 E Aる A

もの

E者 E Aと A

あらわ

E顯 E Aれたり、 A

こ

E是 E Aれ A

わ

E吾 E A

が A

かみ

E神 E Aなり。 A

かれ

E彼 EAは A

ざんぎゃくしゃ

E殘虐者 E Aと A

たたか

E戰 E Aひて、 A

しゅうじん

E衆人 E Aを A

おのれ

E己 E Aと A

とも

E偕 E Aに A

ふっかつ

E復活 EAせしめ A

たま

E給 E Aへり、 A

こうえい

E光榮 EAを A

あらわ

E顯 E Aしたればなり。    

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 

 生神女讃詞 

A

ばんぞく

E萬族 EAは A

なんじ

E爾 E AA

たね

E種 EAなく A

う

E生 EAみし A

もの

E者 EAを A

まこと

E眞 E Aの A

しょうしんじょ

E生神女 E Aと A

さんえい

E讃榮 EAす、A

けだし

E蓋 E AA

なんじ

E爾 E Aの A

せい

E聖 EAにせられし A

はら

E腹 EAに A

くだ

E降 EAりし A

もの

E者 EAは A

こ

E是 EAれ A

わ

E吾 EAが A

かみ

E神 EAな

り。 A

かれ

E彼 E Aは A

われ

E我 EAA

ら

E等 EAの A

ため

E爲 E Aに A

われ

E我 EAA

ら

E等 EAに A

に

E肖 EAたる A

もの

E者 EAと A

な

E爲 EAりて、 A

なんじ

E爾 E Aより A

かみ

E神 EAA

およ

E及 EAび A

ひと

E人 E Aとして A

うま

E生 EAれ A

たま

E給 E Aへり。 

<●十字架のカノン、生神女のカノンは省略＞ 
第三歌頌 

イルモス、A

ことば

E言 EAにて A

つく

E造 EAられ、A

せいしん

E聖神 EAにて A

そな

E備 EAへらるる A

ばんぶつ

E萬物 EAを A

む

E無 EAより A

いだ

E出 EAしし A

しじょう

E至上 EAなる A

ぜんのうしゃ

E全能者 EAよ、A

なんじ

E爾 EAの A

あい

E愛 EAに A

われ

E我 EAを A

かた

E固 E

Aめ A

たま

E給 EAへ。（楽譜は次ページ） 
 

 

附唱、A

しゅ

E主 E Aよ、 A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E爾 E AのA

せい

E聖 EAなる A

ふっかつ

E復活 EAに A

き

E歸 EAす。 

ハリストスよ、A

なんじ

E爾 E Aの A

じゅうじか

E十字架 E Aを A

もつ

E以 EAて A

ふけんしゃ

E不虔者 E Aは A

はずか

E辱 E Aしめられたり、A

けだし

E蓋 E AA

おとしあな

E阱 E Aを A

ほ

E掘 EAり、A

これ

E之 E Aを A

お

E竣 EAへて、A

みずか

E自 E Aら A

その

E其 E AA

うち

E中 EAに A

おちい

E陥 E

Aり、 A

けんぴ

E謙卑 EAの A

もの

E者 EAの A

つの

E角 E Aは A

なんじ

E爾 E Aの A

ふっかつ

E復活 EAに A

よ

E藉 EAりて A

あ

E擧 EAげられたり。 

附唱、A

しゅ

E主 E Aよ、 A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E爾 E AのA

せい

E聖 EAなる A

ふっかつ

E復活 EAに A

き

E歸 EAす。 

A

ひと

E人 EAを A

あい

E愛 E Aする A

しゅ

E主 EAよ、A

せいきょう

E聖教 E Aの A

でんどう

E傳道 EAが A

しょみん

E諸民 EAに A

こうふ

E廣布 EAするは A

みず

E水 EAの A

うみ

E海 EAに A

あふ

E溢 E Aるるが A

ごと

E如 EAし、A

けだし

E蓋 E AA

なんじ

E爾 E Aは A

はか

E墓 EAより A

ふっかつ

E復活 EAして、A

せい

E聖 E

AA

さんしゃ

E三者 EAの A

ひかり

E光 E Aを A

あらわ

E顯 E Aし A

たま

E給 EAへり。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 

    生神女讃詞 

A

えいえん

E永遠 EAに A

おう

E王 EAたる A

しゅ

E主 EAの A

い

E活 EAける A

まち

E城邑 EAよ、A

こうえい

E光榮 EAの A

こと

E事 EAは A

なんじ

E爾 E Aに A

おい

E於 EAて A

つた

E傳 EAへられたり、A

じょさい

E女宰 EAよ、A

なんじ

E爾 E Aに A

よ

E藉 EAりて A

かみ

E神 E Aが A

ちじょう

E地上 EAの A

もの

E者 E

Aと A

とも

E偕 E Aに A

お

E居 EAりたればなり。 

 

◇小連祷 

 
第３歌頌



こ




と




ば




に





て





つ





く

 



ら





-



れ

 



聖神にて備えらるる



万

  



ぶ





-





-





つ





-



を


 



無
な




き





よ





り





出


い



だ





せ

 



-



し

 



至上なる



全





能





者





や



  



爾の　愛に

  



我





を





か

 



た





-



め





た

 



ま





-




-



え
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第四歌頌 

イルモス、A

しゅ

E主 EAよ、A

なんじ

E爾 EAは A

つよ

E強 EAき A

あい

E愛 EAを A

われ

E我 EAA

ら

E等 EAに A

あらわ

E顯 EAせり、A

われ

E我 EAA

ら

E等 EAの A

ため

E爲 EAに A

なんじ

E爾 EAの A

どくせいし

E獨生子 EAを A

し

E死 EAに A

わた

E付 EAしたればなり。A

ゆえ

E故 EAに A

われ

E我 EAA

ら

E等 E

AA

かんしゃ

E感謝 EAして A

なんじ

E爾 EAに A

よ

E呼 EAぶ、 A

しゅ

E主 EAよ、 A

こうえい

E光榮 EAは A

なんじ

E爾 EAの A

ちから

E力 EAに A

き

E歸 EAす。（楽譜は次ページ） 

 

 

附唱、A

しゅ

E主 E Aよ、 A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E爾 E AのA

せい

E聖 EAなる A

ふっかつ

E復活 EAに A

き

E歸 EAす。 

ハリストスよ、 A

なんじ

E爾 E Aは A

じれん

E慈憐 E Aに A

よ

E因 EAりて A

きず

E瘡痍 E Aと A

いたみ

E毀傷 EAとを A

う

E受 EAけ、 A

ほお

E頬 E Aを A

う

E批 EAつ A

はずかしめ

E陵辱 E Aを A

しの

E忍 E Aび、 A

ごうにん

E恒忍 EAにして A

つばき

E唾 E Aせらる

るを A

た

E堪 EAへ、 A

これ

E此 EAA

ら

E等 EAを A

もつ

E以 E Aて A

わ  

E我が EAA

ため

E爲 EAに A

すくい

E救 E Aを A

な

E成 EAし A

たま

E給 EAへり。 A

しゅ

E主 EAよ、 A

こうえい

E光榮 EAは A

なんじ

E爾 E Aの A

ちから

E力 E Aに A

き

E歸 EAす。 

附唱、A

しゅ

E主 E Aよ、 A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E爾 E AのA

せい

E聖 EAなる A

ふっかつ

E復活 EAに A

き

E歸 EAす。 

A

しえい

E至榮 EAなる A

いのち

E生命 EAよ、A

なんじ

E爾 E Aは A

まず

E貧 EAしき A

もの

E者 EAを A

くるしみ

E苦 E Aより、A

とぼ

E乏 EAしき A

もの

E者 EAを A

なげき

E嘆 E Aより A

すく

E救 EAはん A

ため

E爲 E Aに、A

し

E死 EAに A

ぞく

E屬 EAする A

み

E身 EAにて A

し

E死 EAを A

う

E受 E

Aけ、 A

やぶ

E壞 E Aりし A

もの

E者 EAを A

やぶ

E壞 E Aり、 A

しゅうじん

E衆人 E Aを A

おのれ

E己 E Aと A

とも

E偕 E Aに A

ふっかつ

E復活 EAせしめ A

たま

E給 EAへり、 A

こうえい

E光榮 EAを A

あらわ

E顯 E Aしたればなり。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 

    生神女讃詞 

A

しゅ

E主 EAハリストスよ、A

なんじ

E爾 E Aの A

くるしみ

E苦 E Aにて A

え

E獲 EAたる A

ぼくぐん

E牧群 EAを A

きねん

E記念 EAし、A

なんじ

E爾 E Aの A

しえい

E至榮 EAなる A

はは

E母 EAの A

じれん

E慈憐 EAなる A

いのり

E祷 E Aを A

う

E受 EAけて、A

はくがい

E迫害 EAせ

らるる A

もの

E者 EAを A

かえり

E顧 E Aみて、 A

なんじ

E爾 E Aの A

ちから

E力 E Aを A

もつ

E以 EAて A

これ

E之 EAを A

すく

E救 E Aひ A

たま

E給 EAへ。 

    

第五歌頌 

イルモス、A

なんじ

E爾 E AA

ばんぶつ

E萬物 EAを A

つく

E造 EAりし A

しゅ

E主 EA、A

さと

E悟 EAり A

がた

E難 EAき A

へいあん

E平安 EAに、A

あさ

E朝 EAの A

いのり

E祷 E Aを A

たてまつ

E奉 E Aる、A

なんじ

E爾 E Aの A

いましめ

E誡 E Aは A

ひかり

E光 E Aなるに A

よ

E因 E Aりて、A

われ

E我 EAに A

これ

E之 E

Aを A

おし

E教 EAへ A

たま

E給 EAへ。（楽譜は次ページ） 

 

 
第４歌頌



主





よ





なん

 



じは


つよ



強

 



き
あ





愛


い



を

  



我等に





顕
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わ
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-





せ
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に

 



爾の
どくせ



独生

 
い



の





子





を

 



死に
わた



付したれば

  



な





-





-





-

 



り

 



ゆ





え



に





我





等

 



感謝



して





なん





じ





に

 



呼





-



ぶ






 



主

 



よ、



光





栄





は

 



なん





じ



の





ち





か





ら





に

 



帰





-





-



す
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附唱、A

しゅ

E主 E Aよ、 A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E爾 E AのA

せい

E聖 EAなる A

ふっかつ

E復活 EAに A

き

E歸 EAす。 

A

ぎ

E義 EAを A

もつ

E以 E Aて A

ぜん

E全 EAA

ち

E地 EAを A

しんぱん

E審判 EAする A

み

E見 EAざる A

ところ

E所 E Aなき A

しゅ

E主 EAよ、A

なんじ

E爾 E Aはエウレイ A

じん

E人 EAの A

ねたみ

E媢嫉 EAに A

よ

E因 EAりて A

ふ

E不 EAA

ぎ

E義 EAなる A

しんぱんしゃ

E審判者 EAに A

わた

E付 EAされ

て、 A

いにしえ

E古 E Aのアダムを A

ていざい

E定罪 EAより A

のが

E脱 EAれしめ A

たま

E給 E Aへり。 

附唱、A

しゅ

E主 E Aよ、 A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E爾 E AのA

せい

E聖 EAなる A

ふっかつ

E復活 EAに A

き

E歸 EAす。 

A

し

E死 E Aより A

ふっかつ

E復活 E Aせしハリストスよ、 A

なんじ

E爾 E Aの A

じゅうじか

E十字架 E Aの A

か

E勝 E Aたれぬ A

ちから

E力 E Aを A

もつ

E以 E Aて A

なんじ

E爾 E Aの A

へいあん

E平安 E Aを A

なんじ

E爾 E Aの A

しょ

E諸 E AA

きょうかい

E教會 E Aに A

あた

E與 E Aへ

て、 A

わ  

E我が EAA

たましい

E靈 E Aを A

すく

E救 EAひ A

たま

E給 EAへ。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 

    生神女讃詞 

A

えいていどうじょ

E永貞童女 EAよ、A

なんじ

E爾 E Aは A

ひとり

E獨 E AA

ばんぶつ

E萬物 EAの A

うち

E中 EAに A

い

E容 EAれられざる A

かみ

E神 EAの A

ことば

E言 E Aを A

い

E容 EAれて、A

てん

E天 E Aより A

いた

E至 EAりて A

ひろ

E宏 E Aき A

せい

E聖 EAなる A

まく

E幕 EAと A

あらわ

E顯 E Aれた

り。 

    

第六歌頌 

イルモス、A

いま

E今 EAを A

かぎり

E限 EAの A

つみ

E罪 EAの A

ふち

E淵 EAは A

われ

E我 EAを A

かこ

E圍 EAみ、A

わ  

E我が EAA

たましい

E靈 E Aは A

ほろ

E兦 EAびんとす。A

いの

E祈 EAる、A

しゅさい

E主宰 EAA

きょうどうしゃ

E教導者 EAよ、A

なんじ

E爾 EAの A

たか

E高 EAき A

て

E手 EAを A

の

E伸 EAべ

て、 A

われ

E我 EAをペトルの A

ごと

E如 EAく A

すく

E救 EAひ A

たま

E給 EAへ。 

 

 第５歌頌



なん





じ





万

 



物





を





つ





く





り





し





主

  
さと



悟り難き
がた





平





安





に



  



朝の祈りを
たてま



奉





つ

  



-





-

 



-る

  



爾の
いま





誡


しめ



は





光
ひかり



な





る





に

 



よ





っ





て

  



我





に





こ





れ





を





お

 



し





-



え





た

 



ま





-





-



え

 

 
第６歌頌

 



今を

 



限りの


つみ





罪の

 
ふち



淵





は

 



我



を



か

  



こ

  



め
 



り

  



我が




た





ま





し





い





は

 



亡
ほろ

  



び

 



-ん





と





す
  



祈




る
 



主


さい



宰

 



教
きょう





導
どう

 



者
しゃ



よ



  



爾の高き



手を

 



の



べ





て

 



我をペトルのごとく

   



す





く

 



い





た





ま

  



え
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附唱、A

しゅ

E主 E Aよ、 A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E爾 E AのA

せい

E聖 EAなる A

ふっかつ

E復活 EAに A

き

E歸 EAす。 

A

しゅさい

E主宰 EAよ、A

なんじ

E爾 E Aの A

じんじ

E仁慈 EAなる A

こうりん

E降臨 EAに A

よ

E因 EAりて、A

じれん

E慈憐 EAと A

こうおん

E洪恩 EAとの A

ふち

E淵 EAは A

われ

E我 E Aを A

かこ

E圍 EAめり。A

けだし

E蓋 E AA

なんじ

E爾 E Aは A

み

E身 EAを A

と

E取 EAり、A

ぼく

E僕 E Aの A

かたち

E形 E Aを A

う

E受 E

Aけて、 A

われ

E我 EAを A

しんせい

E神成 EAして、 A

おのれ

E己 E Aと A

とも

E偕 EAに A

こうえい

E光榮 EAを A

え

E獲 EAしめ A

たま

E給 E Aへり。 

附唱、A

しゅ

E主 E Aよ、 A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E爾 E AのA

せい

E聖 EAなる A

ふっかつ

E復活 EAに A

き

E歸 EAす。 

A

ころ

E殺 E Aす A

もの

E者 E Aは A

ころ

E殺 E Aされし A

しゅ

E主 E Aの A

い

E生 EAかされたるを A

み

E見 E Aて、 A

し

E死 E Aに A

ふく

E服 E Aせり。ハリストスよ、 A

こ

E是 EAれ A

なんじ

E爾 E Aの A

ふっかつ

E復活 E Aの A

あらわれ

E表式 EA、 A

なんじ

E爾 E A

の A

しじょう

E至淨 EAなる A

くるしみ

E苦 E Aの A

しょうり

E勝利 EAの A

しるし

E記號 EAなり。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 

   生神女讃詞 

A

ちえ

E智慧 E Aに A

こ

E超 E Aえて A

ひとり

E獨 E AA

ぞうせいしゅ

E造成主 E AA

およ

E及 E Aび A

ひとびと

E人人 E Aの A

てんたつしゃ

E轉達者 E Aと A

な

E爲 E Aりし A

しじょう

E至淨 E Aなる A

もの

E者 E Aよ、 A

なんじ

E爾 E Aの A

こ

E子 E Aが A

つみ

E罪 E Aを A

おか

E犯 E Aしし A

なんじ

E爾 E Aの A

しょ

E諸 E AA

ぼく

E僕 E A

に A

じれん

E慈憐 EAを A

た

E垂 EAれて、 A

たすけ

E援助 EAを A

ほどこ

E施 E Aさんことを A

いの

E祈 EAり A

たま

E給 EAへ。 

 

◇小連祷 

 

○A

コンダク

E小讃詞 EA、第三調。 

A

じれん

E慈憐 EAなる A

しゅ

E主 EAよ、A

なんじ

E爾 E Aは A

いま

E今 E AA

はか

E墓 EAより A

ふっかつ

E復活 EAして、A

われ

E我 EAA

ら

E等 EAを A

し

E死 EAの A

もん

E門 EAより A

のぼ

E升 E Aせ A

たま

E給 EAへり。A

いま

E今 E Aアダムは A

たの

E樂 EAしみ、エワは A

よろこ

E歡 E

Aび、 A

しょ

E諸 E AA

よげんしゃ

E預言者 EAは A

れつそ

E列祖 EAと A

とも

E偕 EAに A

た

E絶 EAえず A

なんじ

E爾 E Aの A

けんぺい

E權柄 EAの A

しんせい

E神聖 EAなる A

のうりょく

E能力 E Aを A

ほ

E讃 EAめ A

うた

E歌 EAふ。 

 

第七歌頌 

イルモス、 A

むかし

E昔 E AA

けいけん

E敬虔 E Aなる A

みたり

E三人 E Aの A

しょうしゃ

E少者 E Aをハルデイの A

ほのお

E焔 E Aに A

すず

E涼 E Aしくせし A

ごと

E如 E Aく、 A

われ

E我 E AA

ら

E等 E Aをも A

しんせい

E神性 E Aの A

あき

E明 E Aるき A

ひ

E火 E Aに

て A

かがや

E輝 E Aかし A

たま

E給 EAへ、 A

わ

E吾 EAが A

せんぞ

E先祖 EAの A

かみ

E神 EAよ、 A

なんじ

E爾 E Aは A

あが

E崇 EAめ A

ほ

E讃 EAめらると A

よ

E呼 EAべばなり。 

 

 

 
第７歌頌



む





か





し

 
けいけん





敬虔なる



三人
みたり





の





少


しょう



者


しゃ





を

 
ほのお



ハルデイの焔に涼しくせし



 



ご





と

  



-





-





-





-



く

 



わ

 



れ



ら





を





も

 



神
しん





-





性
せい





-



の

 



明るき火にて



  



輝かし





た

 



ま





-





-





-





-




え

 



我




が





先





祖





の





か





み





よ

  



爾は
あが



崇め讃め
ほ





ら





る

 



と



呼

 



-



べ





ば





な

 



-





-



り
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附唱、A

しゅ

E主 E Aよ、 A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E爾 E AのA

せい

E聖 EAなる A

ふっかつ

E復活 EAに A

き

E歸 EAす。 

A

ぞうぶつ

E造物 EAA

しゅ

E主 E Aの A

じゅうじか

E十字架 EAに A

てい

E釘 E Aせらるる A

とき

E時 E A、A

でん

E殿 EAの A

うるわ

E美 E Aしき A

まく

E幔 E Aは A

さ

E裂 EAけて、A

せいしょ

E聖書 EAに A

かく

E隱 EAれたる A

しんり

E眞理 EAを A

しんじゃ

E信者 EAに A

あらわ

E顯 E Aせり。A

ゆえ

E故 EAに A

かれ

E彼 E

AA

ら

E等 EAA

よ

E呼 EAぶ、 A

わ

E吾 EAが A

せんぞ

E先祖 EAの A

かみ

E神 EAよ、 A

なんじ

E爾 E Aは A

あが

E崇 E Aめ A

ほ

E讃 EAめらる。 

附唱、A

しゅ

E主 E Aよ、 A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E爾 E AのA

せい

E聖 EAなる A

ふっかつ

E復活 EAに A

き

E歸 EAす。 

ハリストスよ、 A

なんじ

E爾 E Aの A

わき

E脅 E Aの A

さ

E刺 EAされしに、 A

なんじ

E爾 E Aは、 A

ていせい

E定制 EAに A

よ

E由 EAりて、 A

ち

E地 EAに A

したた

E滴 E Aる A

いのち

E生命 EAを A

ほどこ

E施 E Aす A

しんせい

E神聖 EAなる A

ち

E血 EAの A

したたり

E點滴 E

Aを A

もつ

E以 E Aて、 A

ち

E地 EAより A

つく

E造 E Aられし A

もの

E者 EAを A

あらた

E改 E Aめ A

つく

E造 E Aり A

たま

E給 EAへり。 A

ゆえ

E故 E Aに A

かれ

E彼 EAA

ら

E等 EAA

よ

E呼 EAぶ、 A

わ

E吾 EAが A

せんぞ

E先祖 EAの A

かみ

E神 E Aよ、 A

なんじ

E爾 E Aは A

あが

E崇 EAめ A

ほ

E讃 EAめらる。    

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 

 聖三者讃詞 

A

われ

E我 EAA

ら

E等 EAA

しんじゃ

E信者 EAは A

ぜん

E善 EAなる A

しん

E神 E Aを A

ちち

E父 EAA

およ

E及 E Aび A

どくせい

E獨生 EAの A

こ

E子 EAと A

とも

E偕 EAに A

さんえい

E讃榮 EAし、 A

さんい

E三位 EAの A

うち

E中 E Aに A

ゆいいち

E惟一 EAの A

げん

E元 E A、 A

ゆいいち

E惟一 EAの A

しんせい

E神性 EAを A

とうと

E尊 E Aみて A

よ

E呼 E Aば

ん、 A

わ

E吾 EAが A

せんぞ

E先祖 EAの A

かみ

E神 E Aよ、 A

なんじ

E爾 E Aは A

あが

E崇 EAめ A

ほ

E讃 EAめらる。 

    

   第八歌頌 

イルモス、 A

けいけん

E敬虔 EAの A

のり

E範 E Aたる A

しょうしゃ

E少者 E Aは A

た

E堪 E Aへ A

がた

E難 EAき A

ひ

E火 E Aに A

い

E入 E Aれられしに、 A

ほのお

E焔 E Aに A

なや

E惱 EAまされずして、 A

しんせい

E神聖 E Aなる A

うた

E歌 E Aを A

うた

E歌 E Aへ

り、 A

しゅ

E主 EAの A

ことごと

E悉 E Aくの A

ぞうぶつ

E造物 EAは A

しゅ

E主 EAを A

あが

E崇 EAめて、 A

ばんせい

E萬世 EAに A

ほ

E讃 EAめ A

あ

E揚 EAげよ。 

 

 
 

附唱、A

しゅ

E主 E Aよ、 A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E爾 E AのA

せい

E聖 EAなる A

ふっかつ

E復活 EAに A

き

E歸 EAす。 

A

なんじ

E爾 E Aの A

じゅうじか

E十字架 E Aの A

されこうべ

E髑髏 E Aの A

ところ

E處 E Aに A

た

E樹 EAてられしに、A

でん

E殿 EAの A

そうしょく

E装飾 E Aは A

さ

E裂 EAかれ、A

ぞうぶつ

E造物 EAは A

おそれ

E恐懼 EAに A

よ

E由 EAりて A

かたぶ

E傾 E Aきて A

うた

E歌 EAへり、A

しゅ

E主 E

Aの A

ことごと

E悉 E Aくの A

ぞうぶつ

E造物 EAは A

しゅ

E主 EAを A

あが

E崇 EAめ A

うた

E歌 E Aひて、 A

よよ

E世世 EAに A

かれ

E彼 EAを A

ほ

E讃 EAめ A

あ

E揚 EAげよ。 

附唱、A

しゅ

E主 E Aよ、 A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E爾 E AのA

せい

E聖 EAなる A

ふっかつ

E復活 EAに A

き

E歸 EAす。 

ハリストスよ、 A

なんじ

E爾 E Aは A

はか

E墓 E Aより A

ふっかつ

E復活 E Aして、 A

き

E木 EAに A

よ

E縁 E Aりて A

いざな

E誘 E Aはれて A

おちい

E陥 E Aりし A

もの

E者 E Aを A

しんせい

E神聖 EAなる A

ちから

E力 E Aを A

もつ

E以 E Aて A

あらた

E改 E Aめ A

たま

E給 E Aへ

 
第８歌頌


けいけん



敬虔

 



の





範
のり



た





る





少


しょうしゃ



者

 



は


た がた



堪え難き火に



入れら

  



れ





-





-





し





に



 



ほ




の




ほ




に

   



悩まされずして

   



神聖なる歌を



歌

  



え

   



り


  



主の
 

ことごと



悉くの

 



造

 



物
ぶつ





は

 



主を

 



あ



が





め





て



 



世





世





に





讃


ほ







め





-





-







あ

 



-



げ





よ
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り。 A

ゆえ

E故 E Aに A

かれ

E彼 EAA

よ

E呼 EAびて A

い

E云 EAふ、 A

しゅ

E主 EAの A

ことごと

E悉 E Aくの A

ぞうぶつ

E造物 EAは A

しゅ

E主 EAを A

あが

E崇 EAめ A

うた

E歌 E Aひて、 A

よよ

E世世 EAに A

かれ

E彼 EAを A

ほ

E讃 EAめ A

あ

E揚 EAげよ。 

父と子の聖神の一なる神を讃め揚げん、今も何時も世々にアミン 

    生神女讃詞 

A

しじょう

E至淨 EAなる A

かみ

E神 EAの A

はは

E母 EAよ、A

なんじ

E爾 E Aは A

かみ

E神 EAの A

でん

E殿 EA、A

い

E活 EAける A

すまい

E居處 EA、A

およ

E及 E Aび A

やくひつ

E約匱 EAと A

あらわ

E顯 E Aれたり、 A

なんじ

E爾 E Aは A

ぞうぶつ

E造物 EAA

しゅ

E主 E Aを A

ひとびと

E人人 EAと A

やわら

E和 E Aげ A

たま

E給 E Aへ

り。 A

われ

E我 E AA

ら

E等 EAA

ことごと

E悉 E Aくの A

ぞうぶつ

E造物 EAは A

よろ

E宜 E Aしきに A

かな

E合 EAひて A

なんじ

E爾 E Aを A

うた

E歌 EAひて、 A

ばんせい

E萬世 EAに A

あが

E崇 EAめ A

ほ

E讃 EAむ。 

 

◇生神女の歌、「我が靈は主を崇め」、附唱「ヘルワィムより尊く」歌う。 

我が心は主を崇め、我が霊は神我が救主を悦ぶ。 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え、貞操を破らずに神ことばを生みし実の生神女

たる爾を崇め讃む。 

第２句 その婢の卑しきを顧み給へり、今より萬世我を福なりと言はん、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第３句 AE権能 E

ちから

Aを持ち給へるものは、我が為に大なる事を為せり、 

其の名は聖なり、其の憐れみは世世 彼を畏るる者に臨まん 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第４句 其の肘の力を表して、心の驕れるものを散らし給へり、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第５句  権ある者を位より斥け、卑しき者を上げ、飢うる者を善に飽かせ、富める者をむなしく帰らせ

給へり。 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第６句  其の僕、イズライリを納れて、我が先祖に告げしが如く、 

アウラアムと其の裔を世世に憐れむ事を記憶し給へり、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

 
   第九歌頌 

イルモス、A

かみ

E神EAに A

かな

E適 EAふ A

あらた

E新 EAなる A

きせき

E奇蹟 EAや、A

しゅ

E主 EAはA

あらわ

E顯 EAに A

どうていじょ

E童貞女 EAの A

とざ

E閉 EAせる A

と

E戸 E Aを A

とお

E通 EAり、A

い

E入 EAるときはA

むけい

E無形 EAの A

かみ

E神EAにして、 A

いだ

E出 EAづると

きは A

じんたい

E人體 EAを A

き

E衣 EAたる A

もの

E者 EAとなり、A

と

E戸 EAは A

もと

E元 E Aの A

まま

E儘 EAA

とざ

E閉 EAせり。 A

われ

E我 EAA

ら

E等 EAA

かれ

E彼 EAを A

かみ

E神EAのA

はは

E母 EAとして、A

い

E言 EAひ A

がた

E難 EAく A

あが

E崇 EAめA

ほ

E讃 EAむ。(楽譜次ページ) 
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附唱、A

しゅ

E主 E Aよ、 A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E爾 E AのA

せい

E聖 EAなる A

ふっかつ

E復活 EAに A

き

E歸 EAす。 

A

かみ

E神 EAの A

ことば

E言 E Aよ、A

なんじ

E爾 E AA

ぞうぶつ

E造物 EAA

しゅ

E主 EAが A

き

E木 EAに A

あ

E擧 EAげられ、A

かみ

E神 EAが A

しょ

E諸 EAA

ぼく

E僕 EAの A

ため

E爲 E Aに A

み

E身 EAにて A

くるしみ

E苦 E Aを A

う

E受 EAけ、A

いき

E氣息 EAなくして A

はか

E墓 EAに A

ふ

E臥 EAし、A

ししゃ

E死者 E

Aを A

じごく

E地獄 EAより A

と

E解 EAき A

たま

E給 E Aひしを A

み

E見 EAるは A

おそ

E畏 E Aるべき A

かな

E哉 EA。 A

ゆえ

E故 E Aにハリストスよ、 A

われ

E我 EAA

ら

E等 EAA

なんじ

E爾 E Aを A

ぜんのうしゃ

E全能者 EAとして A

あが

E崇 E Aめ A

ほ

E讃 EAむ。 

附唱、A

しゅ

E主 E Aよ、 A

こうえい

E光榮 EAはA

なんじ

E爾 E AのA

せい

E聖 EAなる A

ふっかつ

E復活 EAに A

き

E歸 EAす。 

ハリストスよ、 A

なんじ

E爾 E Aは A

ししゃ

E死者 E Aとして A

はか

E墓 E Aに A

お

E置 EAかれて、 A

れつそ

E列祖 E Aを A

し

E死 E Aの A

きゅうかい

E朽壞 E Aより A

すく

E救 E Aひ、 A

いのち

E生命 E Aの A

はな

E花 E Aを A

ひら

E發 E Aきて、 A

ししゃ

E死者 E A

を A

ふっかつ

E復活 EAせしめ、A

ひと

E人 E Aの A

せい

E性 EAを A

ひかり

E光 E Aに A

みちび

E導 E Aき、A

しんせい

E神聖 EAなる A

ふきゅう

E不朽 EAを A

これ

E之 EAに A

き

E衣 EAせ A

たま

E給 E Aへり。A

ゆえ

E故 EAに A

われ

E我 E AA

ら

E等 EAA

なんじ

E爾 E Aを A

えいざい

E永在 EAの A

ひかり

E光 E Aの A

いずみ

E泉 E Aと

して A

あが

E崇 E Aめ A

ほ

E讃 EAむ。 

光栄は父と子と聖神に帰す、今も何時も世々にアミン 

    生神女讃詞 

A

じゅんけつ

E純潔 E Aなる A

もの

E者 EAよ、A

なんじ

E爾 E Aは A

かみ

E神 E Aの A

でん

E殿 EAA

およ

E及 EAび A

ほうざ

E寶座 EAと A

あらわ

E現 E Aれたり、A

しじょう

E至上 EAA

もの

E者 EAは A

これ

E之 EAに A

い

E入 EAり、A

おっと

E夫 E Aなく A

なんじ

E爾 E Aより A

うま

E生 EAれて、A

なんじ

E爾 E Aの A

たい

E體 E

Aの A

もん

E門 E Aを A

ひら

E啓 EAかざりき。A

ゆえ

E故 EAに A

いさぎよ

E潔 E Aき A

もの

E者 EAよ、A

なんじ

E爾 E Aの A

や

E息 EAめざる A

きとう

E祈祷 EAを A

もつ

E以 EAて A

しょてき

E諸敵 EAを A

すみやか

E速 E Aに A

わ  

E我が EAA

こうてい

E皇帝 EAに A

ふく

E服 EAせしめ A

たま

E給 EAへ。 

 

 

→通常部分へ戻る P29 

◇ 小聯祷 

「主我等の神は聖なり」 

【差遣詞】 
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３調【讃揚歌とスティヒラ】 

 

→通常部分 P31に戻る 【大頌栄】を歌う 

【定規のトロパリ】 

【重連祷、増連祷】 早課の終わり。発放詞。 
 

一時課 
＜一時課の変更箇所は、トロパリ、コンダクのみ＞ 
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晩 課 
【首唱(103)聖詠】「我が霊や」、【大連祷】 
【カフィズマ】第一段「悪人の謀」歌う、 
【小連祷】 

４調  

「主や、爾によぶ」 主日 第４調 

 

句、
わ

我が
たましい

靈 を
ひとや

獄より
ひ

引き
いだ

出して、
われ

我に
なんじ

爾の
な

名を
さんえい

讚榮せしめ
たま

給へ。 

ハリストス
かみ

神よ、
われら

我等
た

絶えず
なんじ

爾が
いのち

生命を
ほどこ

施す
じゅうじか

十字架に
ふくはい

伏拜して、
なんじ

爾が
みっかめ

三日目の
ふっかつ

復活を
さんえい

讚榮す。
けだし

蓋
ぜんのう

全能

の
しゅ

主よ、
なんじ

爾は
これ

此を
もっ

以て
ひと

人の
く

朽ちたる
せい

性を
あらた

新にして、
われら

我等に
また

復
てん

天に
のぼ

升るを
たま

賜へり、
ひとり

獨
じんじ

仁慈にして
ひと

人を
あい

愛す

る
しゅ

主なればなり。 

句、
なんじ

爾
おん

恩を
われ

我に
たま

賜はん
とき

時、
ぎじん

義人は
われ

我を
めぐ

環らん。 
きゅうせいしゅ

救世主よ、
なんじ

爾は
あまん

甘じて
じゅうじか

十字架の
き

木に
てい

釘せられて、
き

木の
いましめ

誡 を
おか

犯しし
ばつ

罰を
と

解けり、
ゆうのうしゃ

有能者よ、
じごく

地獄に
くだ

降り

て、
かみ

神として
し

死の
なわめ

縛を
た

斷ち
たま

給へり。
ゆえ

故に
われら

我等
なんじ

爾が
し

死よりの
ふっかつ

復活に
ふくはい

伏拜して、
よろこ

歡びて
よ

呼ぶ、
ぜんのう

全能の
しゅ

主

よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾に
き

歸す。 
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句、
しゅ

主よ、
われ

我
ふか

深き
ところ

處より
なんじ

爾に
よ

呼ぶ。
しゅ

主よ、
わ

我が
こえ

聲を
き

聽き
たま

給へ。 
しゅ

主よ、
なんじ

爾は
じごく

地獄の
もん

門を
やぶ

破り、
なんじ

爾の
し

死を
もっ

以て
し

死の
くに

國を
ほろぼ

滅し、
じんるい

人類を
きゅうかい

朽壞より
と

釋きて、
せかい

世界に
せいめい

生命と
ふきゅう

不朽

と
おおい

大なる
あわれみ

憐 とを
たま

賜へり。 

   又 
スティヒラ

讚頌、アナトリイの作。 

句、
ねが

願はくは
なんじ

爾の
みみ

耳は
わ

我が
いのり

祷の
こえ

聲を
き

聽き
い

納れん。 
ひとびと

人人よ、
きた

來りて、
きゅうせいしゅ

救世主の
みっかめ

三日目の
ふっかつ

復活を
うた

歌はん。
われら

我等
これ

此に
よ

因りて
じごく

地獄の
と

釋き
がた

難き
なわめ

縛より
のが

脱れ、
みな

皆
ふきゅう

不朽

と
せいめい

生命とを
う

受けて
よ

呼ぶ、
じゅうじか

十字架に
てい

釘せられ、
ほうむ

瘞られて、
ふっかつ

復活せし
ひとり

獨
ひと

人を
あい

愛する
しゅ

主よ、
なんじ

爾の
ふっかつ

復活を
もっ

以て
われら

我等

を
すく

救ひ
たま

給へ。 

句、
しゅ

主よ、
も

若し
なんじ

爾
ふほう

不法を
ただ

糾さば、
しゅ

主よ、
たれ

孰か
よ

能く
た

立たん。
しか

然れども
なんじ

爾に
ゆるし

赦あり、
ひと

人の
なんじ

爾の
まえ

前に
つつし

敬ま

ん
ため

爲なり。 
きゅうせいしゅ

救世主よ、
しょてんし

諸天使
およ

及び
ひとびと

人人は
なんじ

爾の
みっかめ

三日目の
ふっかつ

復活を
うた

歌ふ。
これ

此に
よ

因りて
ち

地の
はて

極は
てら

照され、
われら

我等
みな

皆
てき

敵の
どれい

奴隷よ

り
のが

脱れて
よ

呼ぶ、
いのち

生を
ほどこ

施す
ぜんのう

全能の
きゅうせいしゅ

救世主、
ひとり

獨
ひと

人を
あい

愛する
しゅ

主よ、
なんじ

爾の
ふっかつ

復活を
もっ

以て
われら

我等を
すく

救ひ
たま

給へ。 

句、
われ

我
しゅ

主を
のぞ

望み、
わ

我が
たましい

靈
しゅ

主を
のぞ

望み、
われ

我
かれ

彼の
ことば

言を
たの

恃む。 

ハリストス
かみ

神よ、
なんじ

爾は
あかがね

銅 の
もん

門を
やぶ

破り、
はしら

柱を
くじ

折きて、
つみ

罪に
おちい

陷りし
じんるい

人類を
ふっかつ

復活せしめ
たま

給へり。
ゆえ

故に
われら

我等
こえ

聲

を
あわ

合せて
うた

歌ふ、
し

死より
ふっかつ

復活せし
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾に
き

歸す。 

句、
わ

我が
たましい

靈
しゅ

主を
ま

待つこと、
ばんにん

番人の
あさ

旦を
ま

待ち、
ばんにん

番人の
あさ

旦を
ま

待つより
はなはだ

甚 し。 
しゅ

主よ、
なんじ

爾が
ちち

父より
うま

生るることは
とし

年歳なくして
えいきゅう

永久なり、
どうていじょ

童貞女より
み

身を
と

取ることは
ひとびと

人人の
ため

爲に
はか

測り
がた

難

く
い

言ひ
がた

難し、
じごく

地獄に
くだ

降ることは
あくま

惡魔
およ

及び
その

其
つかい

使
ら

等の
ため

爲に
おそ

懼るべし。
けだし

蓋
なんじ

爾は
し

死を
ふ

踐みて、
みっかめ

三日目に
ふっかつ

復活し

て、
ひとびと

人人に
ふきゅう

不朽と
おおい

大なる
あわれみ

憐 とを
たま

賜へり。 

又生神女の
スティヒラ

讚頌、アモレイのパワェルの作。第八調。 

句、
ねが

願はくはイズライリは
しゅ

主を
たの

恃まん、
けだし

蓋
あわれみ

憐 は
しゅ

主にあり、
おおい

大なる
あがない

贖 も
かれ

彼にあり、 
かれ

彼はイズライリを
その

其
ことごと

悉 くの
ふほう

不法より
あがな

贖はん。 
じゅんけつ

純潔なる
しょうしんじょ

生神女よ、
なんじ

爾の
ち

血より
み

身を
と

取りし
ばんゆう

萬有の
かみ

神は
なんじ

爾を
しんじゃ

信者の
ため

爲には
おおい

帲幪、
かんなん

患難
きゅうはく

急迫に
あ

在る
もの

者の
ため

爲

には
てんたつ

轉達
およ

及び
ふじょしゃ

扶助者、
あらし

颶風に
あ

遇ふ
もの

者の
ため

爲には
おだやか

穩 なる
みなと

港と
あらわ

顯し
たま

給へり。
ゆえ

故に
なんじ

爾
およそ

凡そ
なんじ

爾の
しんせい

神聖なる
おおい

帲幪

の
した

下に
はし

趨り
つ

附く
もの

者を
もろもろ

諸 の
うれい

憂愁
およ

及び
もだえ

煩悶より
すく

救ひ
たま

給へ。 

句、
ばんみん

萬民よ、
しゅ

主を
ほ

讚め
あ

揚げよ、
ばんぞく

萬族よ、
かれ

彼を
あが

崇め
ほ

讚めよ。 
しふく

至福なる
じょさい

女宰よ、
われ

我
なんじ

爾の
しんせい

神聖なる
な

名を
つね

常に
とうと

尊みて
あが

崇め、
つつし

敬み
ほ

讚めて
うた

歌はん。
いの

祈る、
なんじ

爾の
おおい

帲幪の
した

下に
はし

趨

り
つ

附く
われ

我を
しょてき

諸敵の
よろこび

悦 と
な

爲さずして、
なんじ

爾の
とうと

尊き
きとう

祈祷の
つばさ

翼を
もっ

以て
つね

常に
われ

我を
ことごと

悉 くの
いざない

誘惑より
そこな

損はれざ

る
もの

者として
まも

護り
たま

給へ。 

句、
けだし

蓋
かれ

彼が
われら

我等に
ほどこ

施す
あわれみ

憐 は
おおい

大なり、
しゅ

主の
しんじつ

眞實は
なが

永く
そん

存す。 
しじょう

至淨なる
かみ

神の
はは

母よ、
よろこ

慶べ、
しんじゃ

信者の
たのみ

倚頼よ、
よろこ

慶べ、
せかい

世界の
きよめ

潔淨よ、
よろこ

慶べ、
なんじ

爾の
しょぼく

諸僕を
もろもろ

諸 の
うれい

憂愁より
のが

脱

れしむる
もの

者よ、
よろこ

慶べ、
し

死を
ほろぼ

滅して
せいかつ

生活を
あた

與ふる
もの

者よ、
よろこ

慶べ、
なぐさ

慰むる
もの

者よ、
よろこ

慶べ、
てんたつしゃ

轉達者よ、
よろこ

慶べ、
かくれが

避所

よ、
よろこ

慶べ。 
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◇「聖にして福たる」を歌う 

 

→通常部分（P7/8「聖にして福たる」へ戻る 

 

【スボタのポロキメン】（６調）第９２聖詠１―５ 

重連祷 
誦経「主や我等を守り」 
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増連祷 
（増連祷が終わったら） 

４調 挿句のスティヒラ 

挿句に主日の讃頌、第４調。 
しゅ

主よ、
なんじ

爾は
じゅうじか

十字架に
のぼ

上りて、
わ

我が
げんそ

原祖よりの
のろい

詛を
ほろぼ

滅し、
じごく

地獄に
くだ

下りて、
よよ

世世の
とりこ

俘囚を
と

釋き、
じんるい

人類に
ふきゅう

不朽

を
たま

賜へり。
ゆえ

故に
われら

我等
うた

歌ひて、
いのち

生命と
すくい

救とを
ほどこ

施す
なんじ

爾の
ふっかつ

復活を
あが

崇め
ほ

讚む。 

   又 
スティヒラ

讚頌  

句、
しゅ

主は
おう

王たり、
かれ

彼は
いげん

威嚴を
き

衣たり。 

ひとり

獨
ゆうのう

有能なる
しゅ

主よ、
なんじ

爾は
き

木に
か

懸けられて、
ことごと

悉 くの
ぞうぶつ

造物を
ふる

震はせ、
はか

墓に
い

入れられて、
はか

墓に
お

居る
もの

者を
ふっかつ

復活せ

しめて、
じんるい

人類に
ふきゅう

不朽と
せいめい

生命とを
たま

賜へり。
ゆえ

故に
われら

我等
うた

歌ひて
なんじ

爾の
みっかめ

三日目の
ふっかつ

復活を
あが

崇め
ほ

讚む。 

句、
ゆえ

故に
せかい

世界は
けんご

堅固にして
うご

動かざらん。 

ハリストスよ、
ふほう

不法の
たみ

民は
おん

恩
しゅ

主に
たい

對して
おん

恩を
し

知らざる
もの

者と
あらわ

顯れて、
なんじ

爾をピラトに
わた

解して、
じゅうじか

十字架に
てい

釘せ

ん
ため

爲に
さだ

定めたり。
ただ

惟
なんじ

爾は
あまん

甘じて
ほうむり

葬 を
しの

忍び、
かみ

神として
おのれ

己の
けん

權を
もっ

以て
みっかめ

三日目に
ふっかつ

復活して、
われら

我等に
おわり

終な

き
いのち

生命と
おおい

大なる
あわれみ

憐 とを
たま

賜へり。 

句、
しゅ

主よ、
せいとく

聖徳は
なんじ

爾の
いえ

家に
ぞく

屬して
えいえん

永遠に
いた

至らん。 

おんなたち

女等は
なみだ

涙を
なが

流し
はか

墓に
いた

至りて、
なんじ

爾を
たず

尋ねしに、
え

得ずして、
なげ

歎き
な

泣きて
よ

呼びて
い

曰へり、
かな

哀しい
かな

哉
わ

我が
きゅうせいしゅ

救世主

、
ばんゆう

萬有の
おう

王よ、
なんじ

爾
いかん

如何ぞ
ぬす

竊まれたる、
なん

何の
ところ

處か
なんじ

爾の
いのち

生を
ほどこ

施す
み

身を
かく

隠す。
てんし

天使は
かれ

彼
ら

等に
こた

對へて
い

曰へり、
な

泣

く
なか

勿れ、
ゆ

徃きて
つた

傳へよ、
しゅ

主は
ふっかつ

復活して
われら

我等に
よろこび

喜 を
たま

賜へり、
ひとり

獨
じんじ

仁慈の
しゅ

主なればなり。 

   光榮、今も、生神女讚詞。 

いた

至りて
きず

玷なき
もの

者よ、
なんじ

爾の
しょぼく

諸僕の
きとう

祈祷を
かえり

顧みて、
た

堪へ
がた

難き
こうげき

攻撃を
われら

我等より
しりぞ

退け、
もろもろ

諸 の
うれい

憂苦を
われら

我等より
とお

遠

ざけ
たま

給へ、
われら

我等は
なんじ

爾を
ひとつ

一の
けんご

堅固なる
たの

恃むべき
いかり

錨として
たも

有ち、 
なんじ

爾の
てんたつ

轉達を
え

得たればなり。
じょさい

女宰よ、
ねが

願はくは
われら

我等
なんじ

爾を
よ

呼ぶ
もの

者は
はじ

耻を
こうむ

蒙らざらん、
すみやか

遄 に
わ

我が
せつ

切なる
いのり

祈

を
かな

應へ
たま

給へ、
けだし

蓋
われら

我等
ちゅうしん

中心より
なんじ

爾に
よ

籲ぶ、
じょさい

女宰、
しゅうじん

衆人の
たすけ

佑助と、
よろこび

歡喜と、
おおい

庇護と、
われら

我等の
たましい

靈 の
すくい

拯救な

る
もの

者よ、
よろこ

慶べ。 
 
→通常部分 P10「シメオンの祝文」へ戻る 
「聖三祝文」「至聖三者」「天主経」 

司祭 
けだし

蓋国と権能と光栄は爾父と子と聖神°に帰す、今も
いつ

何時も世世に、 
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（詠） 「アミン」 

「生神童貞女や、慶べよ」 

「願わくは主の名は崇めほめられ･･･・」 
 

早 課 

来たれ･･･、【六段の聖詠】【大連祷】に続いて 

＜カフィズマ、セダレンは省略＞ 

４調 主は神なり、主日トロパリ  
主は神なり我等を照せり、主の名に依りて来る者は崇め讃めらる、 

（第１句） 主を尊み讃めよ、彼は仁慈にして其憐は世世にあればなり、 

（第２句） 彼等我を囲み我を環れども、我主の名を以て之を敗れり、 

（第３句） 我死せず、猶生きて主の行ふ所を伝へん、 

（第４句） 工師が棄てし所の石は屋隅の首石となれり、是主のなす所にして我等の目に奇異なりとす、 
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→通常部分 P15 【ポリエレイ】「主の名を讃め揚げよ」 

＜ポリエレイ後のセダレン、ネポロチニ省略＞ 
【復活のエフロギタリア】「主や爾は崇め讃める」 
 【小連祷】【アンティフォン】４調 

 

４調【アンティフォン】 

○品第詞、第４調。第一倡和詞。（毎句復唱す。） 

 
わ

我が
いとけな

幼 き
とき

時より
おお

多くの
よく

慾は
われ

我を
せ

攻む、
わ

吾が
きゅうせいしゅ

救世主よ、
なんじ

爾
みずか

親ら
われ

我を
まも

守りて
すく

救ひ
たま

給へ。 

シオンを
にく

惡む
もの

者は
しゅ

主より
はずかしめ

辱 を
う

受けよ、
なんじら

爾等
くさ

草の
ひ

火に
お

於けるが
ごと

如く
か

枯らされんとすればなり。   光

榮、（今も） 

 
せいしん

聖神にて
およそ

凡の
たましい

靈 は
い

活かされ、
きよき

清淨を
もっ

以て
いよいよ

愈
のぼ

上り、
さんい

三位の
いったい

一體にて
おうみつ

奥密にて
てら

照さる。 

   今も、同上。 以下省略 

第二
アンティフォン

倡和詞 
しゅ

主よ、
われ

我
たましい

靈の
ふかみ

深虚より
ねつせつ

熱切に
なんじ

爾に
よ

籲べり、
ねが

願はくは
なんじ

爾の
しんせい

神聖なる
みみ

耳は
われ

我にも
き

聽かん。
およそ

凡そ
しゅ

主

に
お

於ける
のぞみ

望を
え

得たる
もの

者は
ことごと

悉くの
うれ

憂ふる
もの

者の
うえ

上に
あ

在り。 

   光榮 
せいしん

聖神にて
おんちょう

恩寵の
ながれ

流は
そそ

注がれ、
およそ

凡の
ぞうぶつ

造物に
の

飮ませて、
これ

之を
い

活かす。 

   今も、同上。 

   第三
アンティフォン

倡和詞 
ことば

言よ、
ねが

願はくは
わ

我が
こころ

心は
なんじ

爾に
あ

擧げられ、
せぞく

世俗の
かび

華美は
いつ

一も
その

其
たのしみ

樂を
もっ

以て
われ

我を
よわ

弱めざらん。
ひと

人
その

其
はは

母に
あい

愛を
たも

保つが
ごと

如く、
しゅ

主に
たい

對して
さら

更に
あつ

篤き
じょう

情を
たも

保つべし。 

   光榮 
せいしん

聖神には
かみ

神を
し

識る
ちしき

知識と、
めいご

明悟と、
えいち

睿智との
とみ

富は
よ

由るなり、
けだし

蓋
ことば

言は
かれ

彼に
よ

因りて
ちち

父の
ことごと

悉くの
めい

命

を
あらわ

露す。   今も、同上。 
 

提綱、第４調 

しゅ

主よ、
お

起きて
われら

我等を
たす

佑けよ、
なんじ

爾の
あわれみ

憐 に
よ

因りて
われら

我等を
すく

救ひ
たま

給へ。 

 
句、「神よ我等は己の耳にて聞けり」 
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→通常部分 P20 

 

【福音の読み】 

【福音後のスティヒラ】「ハリストスの復活を見て」 

輔祭 「神よ爾の大いなる憐れみによって」「主憐れめよ」12回 

 

４調 カノン  

主日のカノン、第４調<第 1のカノン(復活)のみ、第 2（十字架復活）、第 3(生神女)は省略> 
第一歌頌 

イルモス、
いにしえ

古 のイズライリは
あし

足を
ぬ

濡らさずして
うみ

海の
くれない

紅 の
ふち

淵を
わた

渡り、
の

野に
おい

於てモイセイの
じゅうじかた

十字形の
て

手に

てアマリクの
ちから

力に
か

勝てり。 

 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

しゅさい

主宰よ、
なんじ

爾は
しじょう

至淨なる
じゅうじか

十字架の
き

木に
あ

上げられて、
われら

我等の
だらく

堕落を
あらた

改め、
き

木に
よ

縁る
ざんがい

殘害の
きず

傷を
いや

醫し
たま

給へり、
なんじ

爾

は
じんじ

仁慈
ぜんのう

全能の
しゅ

主なればなり。 

附唱、
しゅ

主よ、
こうえい

光榮は
なんじ

爾の
せい

聖なる
ふっかつ

復活に
き

歸す。 

かたど

像り
がた

難きハリストスよ、
なんじ

爾は
からだ

體にて
はか

墓に
あ

在り、
たましい

靈 にて
かみ

神として
じごく

地獄に
あ

在り、
とうぞく

盗賊と
とも

偕に
らくえん

樂園に
あ

在り、
ちち

父

 Zm ４調

 
主よ、起きて

   
我等を た


す


け

 
よ、



  
爾の憐れみによって

   
我等を憐

 
れ


みた

 
ま


え。



 第１歌頌


①



いにしえの



イ





ズ





ラィ



リ





は

 
②

あ




足
し



を



濡ら

 



さ



ず





し





て



 
①





海の紅の
くれない



淵
ふち





を





わ





た





り

 



野





に



お



い



て



モイ





セ





イ





の



  ①





十字形





の





手





に





て

 
③





アマリク



の





ち





か

 



ら



に





勝





て





り
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E及EAび A

せいしん

E聖神EAとA

とも

E偕 EAにA

ほうざ

E寶座EAにA

あ

E在EAりて、A

いっさい

E一切EAをA

み

E滿EAてA

たま

E給EAへり。 
およ

   「光栄」「今も」 生神女讚詞 

A

なんじ

E爾E AはA

たね

E種 EAなくA

ちち

E父EAのA

むね

E旨EAを A

もっ

E以EAてA

しんせい

E神聖EAなるA

しん

E神EAにA

よ

E由EAりてA

こ

E子EAをA

はら

E孕EAみ、A

み

E身EAにてA

う

E生EAみA

たま

E給EAへり、A

こ

E是EAれA

ちち

E父EAよりA

はは

E母EAなくして、A

われら

E我等E

AのA

ため

E爲 EAにA

なんじ

E爾 E AよりA

ちち

E父EAなくしてA

うま

E生EAれ A

たま

E給EAひしA

しゅ

E主EAなり。 

   ＜十字架復活のカノン、生神女のカノンは省略＞ 

    

    第三歌頌 

イルモス、ハリストスよ、A

なんじ

E爾EAのA

きょうかい

E教會EAはA

なんじ

E爾EAのA

ため

E爲EAにA

たの

E樂EAしみてA

よ

E呼EAぶ、A

しゅ

E主EAよ、A

なんじ

E爾EAはA

わ

E我EAが A

ちから

E能力EAとA

かくれが

E避所EAとA

かため

E堡障EAなり。（楽

譜は次ページ） 

 

附唱、A

しゅ

E主 EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

A

せいめい

E生命EAのA

き

E樹EA、A

しんれい

E神靈EAのA

まこと

E眞E AのA

ぶどう

E葡萄EAはA

じゅうじか

E十字架EAにA

かか

E懸EAりて、A

しゅうじん

E衆人E AにA

ふきゅう

E不朽EAをA

なが

E流 E AしA

たま

E給E Aふ。 

A

しだい

E至大EAA

しげん

E至嚴EAにしてA

じごく

E地獄EAのA

ごうまん

E傲慢EAをA

たお

E倒EAししA

しゅ

E主EAはA

ふきゅう

E不朽EAのA

かみ

E神EAとしてA

いま

E今EAA

にくたい

E肉體EAをA

もっ

E以EAて A

ふっかつ

E復活EAしA

たま

E給 EAへり。 

   「光栄」「今も」 生神女讚詞 

A

かみ

E神EAの A

はは

E母EAよ、A

なんじ

E爾 E AはA

ひとり

E獨E AA

ち

E地 EAにA

お

E居EAるA

もの

E者EAのA

ため

E爲EAにA

せい

E性EAにA

こ

E超EAゆるA

しょふく

E諸福EAのA

ちゅうほうしゃ

E中保者E AとA

な

E爲EAれり、A

ゆえ

E故E AにA

われら

E我等EAA

なんじ

E爾E AにA

よろこ

E慶E AべよをA

ささ

E捧E Aぐ。 

  

◇小連祷 ＜セダレンは省略＞ 

 

    第四歌頌 

イルモス、A

きょうかい

E教會E AはA

なんじ

E爾E AA

ぎ

E義EAの A

ひ

E日EAがA

じゅうじか

E十字架E AにA

あ

E擧EAげられしをA

み

E見EAて、A

なら

E竝EAびA

た

E立EAちてA

ただ

E正E AしくA

よ

E呼EAべり、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E A

のA

ちから

E力 E AにA

き

E歸EAす。 

 第３歌頌





ハリ-

①





ス





ト

 



-ス



よ

 
②



なん





じ





の

 



教



か





い





は



  ①



なん

 



じのために





た





の



しみ





て





呼

 



-



ぶ



  ③



主





よ、



爾



は





我





が





ち





か

 



ら





と


かくれが



避所と





か





た





め





な





り
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附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

A

なんじ

E爾E AはA

じゅうじか

E十字架EAにA

のぼ

E升EAりて、A

あまん

E甘E AじてA

き

E衣EAたるA

なんじ

E爾E AのA

しじょう

E至淨EAなるA

にくたい

E肉體EAのA

くるしみ

E苦E AをA

もっ

E以E AてA

わ

E我EAがA

くるしみ

E苦E AをA

いや

E醫 E AしA

たま

E給 E Aふ。A

ゆえ

E故EAにA

われら

E我等EAA

なんじ

E爾E

AにA

よ

E呼EAぶ、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

ちから

E力E AにA

き

E歸EAす。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

A

しゅさい

E主宰EAよ、A

し

E死 EAはA

なんじ

E爾E AのA

つみ

E罪EAなくしてA

いのち

E生E AをA

ほどこ

E施E AすA

み

E身 EAをA

の

E呑EAみて、A

よろ

E宜EAしきにA

かな

E合EAひてA

ころ

E殺 EAされたり。A

ゆえ

E故 EAにA

われら

E我等EAA

なんじ

E爾E AにA

よ

E呼EAぶ、A

しゅ

E主E

Aよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾 E AのA

ちから

E力E AにA

き

E歸 EAす。 

   「光栄」「今も」 生神女讚詞 

A

どうていじょ

E童貞女EAよ、 A

なんじ

E爾E AはA

こんいん

E婚姻EAにA

あずか

E與E Aらずして A

う

E生 EAめり、A

う

E生EAみし A

のち

E後EAにもA

また

E亦E AA

どうていじょ

E童貞女EAとA

あらわ

E現E AれA

たま

E給 EAへり。A

ゆえ

E故E AにA

われら

E我等EAA

うたがい

E疑E AなきA

しん

E信E A

をA

もっ

E以 EAてA

もだ

E默 EAさざるA

こえ

E聲EAにてA

なんじ

E爾 E AにA

よ

E呼EAぶ、A

じょさい

E女宰EAよ、A

よろこ

E慶E Aべ。 

    

   第五歌頌 

イルモス、A

わ

E我EAがA

しゅ

E主E Aよ、A

なんじ

E爾EAはA

ひかり

E光EA、A

しん

E信EAじて A

なんじ

E爾EAをA

あが

E崇E Aめ A

うた

E歌EAふA

もの

E者 EAをA

くら

E闇E Aき A

むち

E無智 EAより A

ひ

E引EAき A

いだ  

E出す EAA

せい

E聖 EAなるA

ひかり

E光EAにして、A

せかい

E世界 EAに A

きた

E來E Aり A

たま

E給E

Aへり。 

 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

  
第４歌頌　①



教





か





い





は

 
②



なん





じ





義





の





日





が

 
①



十


堡障



字





架





に



 



挙

 



げ





ら



れ



し



を





見





て

 
②



な





ら



び



立



ち



て



正しく呼

 



べ





り



  ③



主





よ



光



栄



は



なん





じ





の





ち





か





ら





に





帰





す

 

 第５歌頌　①



我





が



主



よ





なん





じ





は



ひ

 



か

 



り





信



じ



て



爾を



崇め
うた



歌う

 



も





の





を



  
くら



闇き無知より





引き

 



い





だ





す

 



聖



な





る



ひ



か





り





に

 



し





て

  ③





世界に



来た



り

 



た



ま





え





り

 

55



A

しゅ

E主EAよ、A

なんじ

E爾 E Aは A

じれん

E慈憐EAにA

よ

E由 EAりてA

ち

E地EAに A

くだ

E降EAり、A

なんじ

E爾E AはA

き

E木EAにA

あ

E擧 EAげられてA

おちい

E陷E AりしA

ひと

E人EAのA

せい

E性EAをA

あ

E擧EAげA

たま

E給EAへり。 

ハリストスよ、A

なんじ

E爾 E AはA

わ

E我EAがA

つみ

E罪 EAにA

よ

E因 EAるA

ばつ

E罰EAをA

お

E負EAひA

たま

E給EAへり、A

こうおん

E宏恩EAのA

しゅ

E主EAよ、A

なんじ

E爾E AはA

しんせい

E神聖EAなるA

なんじ

E爾E AのA

ふっかつ

E復活EAをA

もっ

E以EAてA

し

E死EAのA

やまい

E疾E

AをA

のぞ

E除 EAきA

たま

E給 EAへり。    

「光栄」「今も」 生神女讚詞 

A

かみ

E神EAの A

よめ

E聘女EAよ、A

われら

E我等EAA

なんじ

E爾E AをA

てき

E敵EAにA

たい

E對EAしてA

か

E勝EAたれぬA

ぶき

E武器EAとしてA

たも

E有EAつ、A

われら

E我等EAA

なんじ

E爾E AをA

かため

E堅固EAA

およ

E及EAびA

わ

E我EAがA

すくい

E救E AのA

たのみ

E冀望EAとしてA

え

E得EAた

り。 

    

   第六歌頌 

イルモス、A

あわれみ

E憐E Aに A

よ

E由EAりてA

なんじ

E爾 EAのA

わき

E脅 EAよりA

なが

E流EAれしA

ち

E血EAにてA

あくま

E惡魔EAのA

まつり

E祭EAのA

ち

E血EAよりA

きよ

E淨EAめられしA

きょうかい

E教會EAはA

なんじ

E爾EAにA

よ

E呼EAぶ、A

しゅ

E主EAよ、A

ほめあげ

E讚揚E

AのA

こえ

E聲 EAをA

もっ

E以 EAてA

なんじ

E爾EAをA

まつ

E祭EAらん。 

 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

A

なんじ

E爾E AはA

じゅうじか

E十字架E AにA

のぼ

E上EAり、A

ちから

E力E AをA

お

E帯 EAびて、 A

ぼうぎゃくしゃ

E暴虐者E AとA

たたか

E戰E Aひ、A

かみ

E神 E AとしてA

これ

E之EAをA

たか

E高E Aきより A

おと

E墜EAし、A

か

E勝E AたれぬA

ちから

E力 E AをA

もっ

E以E Aてア

ダムをA

ふっかつ

E復活EAせしめA

たま

E給EAへり。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

ハリストスよ、A

なんじ

E爾E AはA

うるわ

E美E AしくA

かがや

E輝E AきてA

はか

E墓EAよりA

ふっかつ

E復活EAして、A

なんじ

E爾E AのA

しんせい

E神聖EAなるA

ちから

E力E AをA

もっ

E以EAてA

しょてき

E諸敵EAをA

ち

E散EAらし、A

かみ

E神EAとしてA

しゅう

E衆E

AをA

たのしみ

E樂E AにA

み

E充EAて A

たま

E給EAへり。 

  「光栄」「今も」  生神女讚詞 

A

ああ

E鳴呼EAA

しょ

E諸EAA

きせき

E奇跡EAに A

こ

E超EAゆるA

あらた

E新E AなるA

きせき

E奇跡EAや、A

どうていじょ

E童貞女EAはA

おっと

E夫E AをA

し

E識EAらずしてA

たいない

E胎内EAにA

ばんゆう

E萬有EAをA

たも

E保EAつA

しゅ

E主EAをA

はら

E孕EAみて、A

せま

E狹EAからざり

き。 

◇小連祷 

   U小讚詞U、第四調。 

A

わ

E我EAが A

きゅうせいしゅ

E救世主E AA

およ

E及EAびA

しょくざいしゅ

E贖罪主E AはA

かみ

E神 EAとしてA

ち

E地 EAにA

うま

E生EAれしA

もの

E者E AをA

かせ

E桎梏E AよりA

と

E釋EAきて、A

はか

E墓E AよりA

ふっかつ

E復活EAせしめ、A

じごく

E地獄EAのA

もん

E門E AをA

やぶ

E破E Aり

 第６歌頌　①





憐れ



み





に





よ





り





て

 
②





爾の脇より



流れし

 



血





に





て



  ①





悪魔の



祭の

 



血



よ

 



り





浄め



られし





教





か





い





は



  ②



なん





じ





に

 



呼





-



ぶ

 
③





主よ、讃め揚げの



声を以て





なん

 



じを

 
まつ



祭





らん
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て、A

しゅさい

E主宰EAとしてA

みっかめ

E三日目EAにA

ふっかつ

E復活EAしA

たま

E給EAへり。 

   ＜同讚詞 省略＞ 

   第七歌頌 

イルモス、アウラアムのA

しょうしゃ

E少者EAはペルシヤのA

いろり

E爐EAにA

あ

E在EAりて、A

ほのお

E焰EAよりもA

つよ

E強EAくA

けいけん

E敬虔EAのA

あい

E愛EAにA

や

E爇EAかれてA

よ

E呼EAべり、A

しゅ

E主EAよA

なんじ

E爾E

AがA

こうえい

E光榮EAのA

でん

E殿EAに A

おい

E於EAてA

なんじ

E爾EAは A

あが

E崇EAめA

ほ

E讚EAめらる。 

 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

ハリストスの A

しんせい

E神聖E Aなる A

ち

E血E Aを A

もっ

E以E Aて A

あら

E洗E Aはれて A

ふきゅう

E不朽E Aに A

め

E召EAされたる A

じんるい

E人類E Aは A

かんしゃ

E感謝EAして A

うた

E歌E Aふ、 A

しゅ

E主E Aよ、 A

なんじ

E爾E AがA

こうえい

E光榮E AのA

でん

E殿E A

にA

おい

E於 EAてA

なんじ

E爾 E Aは A

あが

E崇EAめA

ほ

E讚EAめらる。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

ハリストスよ、A

われら

E我等EAのA

ふっかつ

E復活EAの A

みなもと

E源 E AたるA

なんじ

E爾E AのA

はか

E墓EAは、A

いのち

E生命EAをA

ほどこ

E施E AすA

もの

E者E A、A

じどう

E地堂EAよりA

うるわ

E美E AしきA

もの

E者E A、A

じつ

E實E AにA

およそ

E凡E AのA

おう

E王EAのA

みや

E宮E

AよりもA

ひか

E光 EAれるA

もの

E者EAとしてA

あらわ

E現E Aれたり。 

   「光栄」「今も」 生神女讚詞 

A

しじょうしゃ

E至上者EAの A

せい

E聖E Aにせられたる A

しんみょう

E神妙E Aの A

すまい

E居處E Aよ、 A

よろこ

E慶E Aべ、 A

けだし

E蓋E AA

しょうしんじょ

E生神女E Aよ、 A

なんじ

E爾E Aに A

よ

E縁EAりてA

よろこび

E欣喜EAはA

か

E斯EAくA

よ

E呼EAぶA

もの

E者E Aに A

たま

E賜E Aはり

たり、A

いた

E至 EAりてA

むてん

E無玷EAなるA

じょさい

E女宰EAよ、A

なんじ

E爾E AはA

おんな

E女E AのA

うち

E中EAにA

しゅくふく

E祝福E Aせられたり。 

 第八歌頌 

イルモス、ダニイルはA

しし

E獅子EAA

あな

E穴EAにA

あ

E在EAりてA

て

E手EAを A

の

E伸EAべて、A

しし

E獅子EAのA

くち

E口EAをA

とざ

E閉EAし、A

けいけん

E敬虔EAのA

あつ

E篤EAきA

しょうしゃ

E少者EAはA

とく

E徳EAをA

お

E帯EAび、A

ひ

E火EAのA

ちから

E力E

AをA

け

E滅 EAしてA

よ

E呼EAべり、A

しゅ

E主EAの A

ことごと

E悉E AくのA

ぞうぶつ

E造物EAはA

しゅ

E主 EAをA

あが

E崇EAめA

ほ

E讚EAめよ。 

 
第７歌頌　①



ア





ウ

 



ラア





ム





の



少





者





は

  



ペルシャの
いろり



炉に

 



あ



り





て



 



焔


ほのお



より





も

 



つ





よ





く

 
けいけん



敬虔の愛に
や



焼かれて

 



呼





べ





り



  ①

 



主よ、



爾が



光



栄





の





殿
でん





に



お





い





て

 



なん





じ





は





あ





が





め

 



讃





め



ら





る
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附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

A

しゅさい

E主宰EAよ、 A

なんじ

E爾 E Aは A

じゅうじか

E十字架EAに A

て

E手EAを A

の

E伸EAべて A

ばんみん

E萬民E Aを A

あつ

E集EAめ、 A

なんじ

E爾E Aを A

さんしょう

E讚頌E Aする A

ゆいいち

E惟一E Aの A

きょうかい

E教會E Aを A

あらわ

E顯E Aして、A

ざいち

E在地EAA

ざいてん

E在天EAにA

どうしん

E同心E A

にA

うた

E歌 EAはしむ、A

しゅ

E主EAのA

ことごと

E悉E AくのA

ぞうぶつ

E造物EAはA

しゅ

E主E AをA

あが

E崇E Aめ、A

かれ

E彼EAをA

うた

E歌EAひてA

よよ

E世世E AにA

ほ

E讚EAめA

あ

E揚EAげよ。 

附唱、A

しゅ

E主EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

A

はくい

E白衣EAにして A

ふっかつ

E復活EAの A

ちか

E近E Aづき A

がた

E難E Aき A

ひかり

E光E Aに A

かがや

E輝E Aける A

てんし

E天使E Aは A

おんなたち

E女等E Aに A

あらわ

E現E Aれて A

よ

E呼E Aべり、 A

なん

E何 E Aぞ A

い

E生 E AけるA

もの

E者E AをA

ししゃ

E死者E AのA

ごと

E如E AくA

はか

E墓E A

にA

たず

E尋 EAぬる、ハリストスはA

じつ

E實EAにA

お

E興EAきたり、A

われら

E我等EAA

かれ

E彼EAにA

よ

E呼 EAばん、A

ことごと

E悉E AくのA

ぞうぶつ

E造物EAはA

しゅ

E主E AをA

うた

E歌E AひてA

ばんせい

E萬世EAにA

ほ

E讚EAめA

あ

E揚EAげよ。 

   「父と子と聖神の一なる神を讃め揚げん、今も・・・」 生神女讚詞 

A

しじょう

E至淨EAなるA

どうていじょ

E童貞女EAよ、A

なんじ

E爾 E AはA

ひとり

E獨E AA

ばんぞく

E萬族EAのA

うち

E中EAに A

かみ

E神EAのA

はは

E母EAとA

あらわ

E現E Aれたり、A

じゅんけつ

E純潔E AなるA

もの

E者EAよ、A

なんじ

E爾E AはA

しんせい

E神性EAのA

すまい

E居處EAとA

な

E爲EAりて、A

ちか

E近E

AづきA

がた

E難EAき A

ひかり

E光E AのA

ひ

E火EAにA

や

E焚EAかれざりき。A

ゆえ

E故EAにA

かみ

E神EAのA

よめ

E聘女EAマリヤよ、A

われら

E我等EAA

みな

E皆EAA

なんじ

E爾E AをA

あが

E崇EAめA

ほ

E讚EAむ。 

◇生神女の歌 

 

我が心は主を崇め、我が霊は神我が救主を悦ぶ。 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え、貞操を破らずに神ことばを生みし実

の生神女たる爾を崇め讃む。 

第２句 その婢の卑しきを顧み給へり、今より萬世我を福なりと言はん、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第３句 A E権能 E

ちから

Aを持ち給へるものは、我が為に大なる事を為せり、其の名は聖なり、其の憐れみは世世彼

を畏るる者に臨まん 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第４句 其の肘の力を表して、心の驕れるものを散らし給へり、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第５句  権ある者を位より斥け、卑しき者を上げ、飢うる者を善に飽かせ、富める者をむなしく帰らせ

給へり。 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

第６句  其の僕、イズライリを納れて、我が先祖に告げしが如く、アウラアムと其の裔を世世に憐れむ

 第８歌頌　①



ダ





ニ



イ



ル



は





獅子
しし


②


あな



穴





に





あ





り





て

 



獅
しし



子



の



く



ち



を





閉





ざ





し



  ①


けいけん

 
あつ





敬虔の篤き少者は

 
しょうしゃ

  
とく



徳





を



帯



び

②



火の



力を



消



し



て





呼





べ





り



  



主の悉くの
ことごと

 



造



ぶ





つ





は





主





を





あ





が





め





讃





め





よ
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事を記憶し給へり、 

（附唱） ヘルビムより尊く、セラフィムに並びなく栄え････ 

 

    第九歌頌 

イルモス、A

どうていじょ

E童貞女 EAよ、A

て

E手EAにてA

き

E斫EAられざる A

すみいし

E隅石 EAハリストスは、A

なんじ

E爾EAA

き

E斫EAられざる A

やま

E山EAより A

き

E斫EAりA

わ

E分EAけられて、A

はな

E離EAれたる A

せい

E性E

AをA

あわ

E合E Aせ A

たま

E給EAへり。 A

ゆえ

E故E AにA

われら

E我等 EAA

たの

E樂EAしみて、 A

なんじ

E爾EAA

しょうしんじょ

E生神女 EAを A

あが

E崇EAめA

うた

E歌 EAふ。 

附唱、A

しゅ

E主 EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

A

わ

E我E Aが A

かみ

E神 E Aよ、 A

なんじ

E爾E Aは A

まった

E全E Aき A

しんせい

E神性E Aを A

もっ

E以E Aて A

こんこう

E混淆E Aせざる A

ごういつ

E合一E Aに A

おい

E於E Aて A

まった

E全E Aき A

われ

E我E Aを A

う

E受E Aけて、 A

おお

E多E Aくの A

じれん

E慈憐E Aに A

よ

E由E Aりて A

み

E身E Aに

てA

じゅうじか

E十字架EAにA

しの

E忍 EAびたるA

なんじ

E爾E AのA

くるしみ

E苦E AをA

もっ

E以E AてA

まった

E全E AきA

われ

E我EAにA

すくい

E救E AをA

たま

E賜E Aへり。 

附唱、A

しゅ

E主 EAよ、A

こうえい

E光榮EAはA

なんじ

E爾E AのA

せい

E聖EAなるA

ふっかつ

E復活EAにA

き

E歸EAす。 

A

なんじ

E爾E AのA

もんと

E門徒EAは A

なんじ

E爾E AのA

はか

E墓 EAのA

ひら

E啓EAかれ、A

なんじ

E爾E AのA

ふっかつ

E復活EAにA

よ

E由EAりてA

かみ

E神EAのA

み

E身EAをA

つつ

E裹 EAみしA

ぬの

E布EAのA

むな

E空EAしくなりたるをA

み

E見EAて、A

てんし

E天使EAとA

とも

E偕E A

にA

よ

E呼EAべり、A

しゅ

E主 EAはA

じつ

E實EAにA

お

E興EAきA

たま

E給EAへり。 

「光栄」「今も」  

   聖三者讚詞 

A

われら

E我等EAA

しゅう

E衆E AA

しんじゃ

E信者EAはA

しんせい

E神性EAのA

ゆいいつ

E惟一EAにしてA

さんい

E三位EAなるA

かみ

E神EAにA

ふくはい

E伏拜EAして、A

こんこう

E混淆EAせざるA

くらい

E位E AにA

おい

E於EAてA

どうのう

E同能EAA

どうそん

E同尊EAなるA

ちち

E父EA、A

こ

E子EA、A

せいしん

E聖神E

AをA

とうと

E尊 E Aみて、A

あが

E崇EAめA

ほ

E讚EAむ。 

 
→通常部分へ戻る P29 

◇ 小聯祷 

「主我等の神は聖なり」 

【差遣詞】 
 

 第９歌頌　①





童





貞





女

 



よ、

 
②

き



手にて斫られざる隅石
すみいし



ハリス





ト

 



-ス



は



 
①





爾
き



斫



られざる

 



山より





斫


き





り





分け

 



られ





て



  ②


はな



離れ



たる



性
せい



を



合わ



せ



た





ま

 



え





り



ゆ





え





に





わ





れ





ら



  ①

た





楽
の





し





み





て

  



なん





じ





生





-



神





女

 



を

 
あがめ



崇め





う





た





う
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４調【讃揚歌とスティヒラ】 

 

 
→通常部分 P31に戻る 【大頌栄】を歌う 

【定規のトロパリ】 

【重連祷、増連祷】 早課の終わり。発放詞。 
 

一時課 
＜一時課の変更箇所は、トロパリ、コンダクのみ＞ 
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